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一

最
重
要
語

10

１

見
﹇
あ
ら
ハ
ル
・
あ
ら
ハ
ス
・
ま
み
ユ
・
ら
ル
・
る
﹈

①

あ
ら
ハ
ル
・
あ
ら
ハ
ス
…
あ
ら
わ
れ
る
。
姿
を
見
せ
る
。

書
ハ

者
心
画
也
。
心
之
所
二

由
リ
テ

見
ハ
ル
ル

一

也
。
可
ケ
ン

レ

不
ル

レ

敬
セ

乎
。（
慎
思
録
）

〈
書
は
心
画
な
り
。
心
の
由
り
て
見
は
る
る
所
な
り
。
敬
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
〉

よ

あ
ら

《
書
は
心
の
絵
画
で
あ
る
。
書
く
人
の
心
が
書
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
慎
ま
な
い
で
よ

か
ろ
う
か
。
》

②

ま
み
ユ
…
お
目
に
か
か
る
。

元
帝
ノ

後
宮
既
ニ

多
ク

、
不
レ

得
二

常
ニ
ハ

見
ユ
ル
ヲ

一

。（
西
京
雑
記
）

〈
元
帝
の
後
宮
既
に
多
く
、
常
に
は
見
ゆ
る
を
得
ず
。
〉

ま
み

《
元
帝
の
後
宮
に
は
宮
女
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
る
と
は
限
ら
な

か
っ
た
。
》

③

ら
ル
・
る
…
〜
さ
れ
る
。
受
け
身
の
助
動
詞
。

信
ニ
シ
テ

而
見
レ

疑
ハ

、
忠
ニ
シ
テ

而
被
レ

謗
ラ

。（
史
記
・
屈
原
賈
生
列
伝
）

〈
信
に
し
て
疑
は
れ
、
忠
に
し
て
謗
ら
る
。
〉

そ
し

《
う
そ
を
言
っ
て
い
な
い
の
に
疑
わ
れ
、
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
い
る
の
に
悪
口
を
言
わ
れ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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２

為
﹇
た
め
ニ
・
た
リ
・
つ
く
ル
・
な
ス
・
な
ル
・
ら
ル
・
る
・
を
さ
ム
﹈
の
１

①

た
め
ニ
…
〜
の
た
め
。

父
ハ

為
ニ

レ

子
ノ

隠
シ

、
子
ハ

為
ニ

レ

父
ノ

隠
ス

。
直
キ
コ
ト

在
リ

二

其
ノ

中
ニ

一

矣
。（
論
語
）

〈
父
は
子
の
為
に
隠
し
、
子
は
父
の
為
に
隠
す
。
直
き
こ
と
其
の
中
に
在
り
。
〉

た
め

な
ほ

う
ち

《
父
は
子
の
た
め
に
罪
を
か
ば
っ
て
隠
し
て
や
り
、
子
は
父
の
た
め
に
そ
の
悪
い
と
こ
ろ
を
隠
し
て
か

ば
う
。
正
直
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
父
と
子
が
か
ば
い
合
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
》

②

た
り
…
〜
で
あ
る

爾
ハ

為
リ

レ

爾
、
我
ハ

為
リ

レ

我
。（
孟
子
）

〈

爾

は
爾
為
り
、
我
は
我
為
り
。
〉

な
ん
ぢ

た

《
お
前
は
お
前
で
あ
る
、
私
は
私
で
あ
る
。
》

③

つ
く
ル
…
つ
く
る
。

以
テ

二

人
ノ

性
ヲ

一

為
二
ス
ハ

仁
義
ヲ

一

猶
ホ

シ
下

以
テ

二

杞
柳
ヲ

一

為
中
ル
ガ桮
棬

ヲ
上

。（
孟
子
）

〈
人
の
性
を
以
て
仁
義
を
為
す
は
、
猶
ほ
杞
柳
を
以
て桮
棬

を
為
る
が
ご
と
し
。
〉

な

な

は
い
け
ん

つ
く

《
人
の
本
性
で
仁
義
を
な
し
行
お
う
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
柔
軟
な
柳
を
用
い
て
ま
げ
も
の
の
器
を

作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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２

為
の
２

④

な
ル
・
な
ス
…
〜
と
す
る
。
す
る
。

苟
ク
モ

無
二
ケ
レ
バ

恒
心
一

、
放
辟
邪
侈
、
無
キ

レ

不
ル

レ

為
サ

已
。（
孟
子
）

〈

苟

く
も
恒
心
無
け
れ
ば
、
放
辟
邪
侈
、
為
さ
ざ
る
無
き
の
み
。
〉

い
や
し

こ
う
し
ん

ほ
う
へ
き
じ
ゃ
し

な

《
人
が
も
し
も
一
定
不
変
の
道
徳
心
が
な
い
な
ら
ば
、
わ
が
ま
ま
勝
手
に
し
放
題
を
し
て
、
平
気
な
の

だ
。
》

⑤

ら
ル
・
る
…
〜
さ
れ
る
。
受
身
の
助
動
詞

厚
キ

者
ハ

為
レ

レ

戮
セ

、
薄
キ

者
ハ

見
レ

疑
ハ

。（
韓
非
子
）

〈
厚
き
者
は
戮
せ
ら
れ
、
薄
き
者
は
疑
は
る
。
〉

り
く

《
ひ
ど
い
場
合
は
殺
さ
れ
、
軽
い
場
合
で
も
疑
わ
れ
る
。
》
。

⑥

を
さ
ム
…
お
さ
め
る
。

小
人
ヲ
シ
テ

之
レ

使
レ
ム
レ
バ

為
メ

二

国
家
ヲ

一

、菑

害
並
ビ
ニ

至
ル

。（
大
学
）

〈
小
人
を
し
て
之
れ
国
家
を
為
め
し
む
れ
ば
、菑

害
並
び
に
至
る
。
〉

を
さ

さ
い
が
い

《
つ
ま
ら
な
い
人
物
に
国
家
を
治
め
さ
せ
た
ら
、
災
害
が
み
ん
な
や
っ
て
く
る
。
》

- 4 -

３

之
﹇
こ
れ
（
レ
）
・
の
・
ゆ
ク
﹈

①

こ
れ
（
レ
）
…
代
名
詞
と
し
て
何
か
を
指
し
て
い
る
場
合
と
、
あ
ま
り
意
味
の
な
い
場
合
が
あ
る
。
後
に

「
ヲ
・
ニ
」
等
の
送
り
が
な
が
あ
る
場
合
は
「
レ
」
を
送
ら
ず
、
な
い
場
合
は
「
レ
」
を
送
る
の
が
普
通
。

自
リ

二

朝
廷
一

視
レ
バ

レ

之
ヲ

、
何
ゾ

有
二
ラ
ン

彼
此
一

哉
。（
日
本
外
史
）

〈
朝
廷
よ
り
之
を
視
れ
ば
、
何
ぞ
彼
此
有
ら
ん
や
。
〉

ひ

し

《
朝
廷
の
立
場
か
ら
ご
ら
ん
に
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
彼
此
の
区
別
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
な
い
は
ず
で
す
。
》

噫
、
菊
ヲ

之
レ

愛
ス
ル
ハ

、
陶
ノ

後
鮮
レ
ナ
シ

有
レ
ル
コ
ト

聞
ク

。（
周
敦
頤
・
愛
蓮
説
）

〈
噫
、
菊
を
之
れ
愛
す
る
は
、
陶
の
後
聞
く
有
る
こ
と
鮮
な
し
。
〉

あ
あ

こ

の
ち

す
く

《
あ
あ
、
菊
を
愛
す
る
と
い
う
の
は
、
陶
淵
明
以
後
は
聞
く
こ
と
が
少
な
い
。
》

②

の
…
助
詞
の
「
の
」
。
連
体
修
飾
語
や
主
語
を
表
し
た
り
す
る
。

今
者
、
有
リ

二

小
人
之
言
一

、
令
ム

二

将
軍
ヲ
シ
テ

与
レ

臣
有
ラ

一
レ

郤
。（
史
記
）

〈
今
者
、
小

人
の
言
有
り
、
将
軍
を
し
て
臣
と
郤
有
ら
し
む
。
〉

し
ょ
う
じ
ん

げ
き

《
今
、
つ
ま
ら
な
い
人
間
の
言
葉
が
あ
り
、
将
軍
を
私
と
仲
違
い
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
》

③

ゆ
ク
…
動
詞
。
行
く
。

黄
鶴
楼
ニ
テ

送
ル
三

孟
浩
然
ノ

之
二
ク
ヲ

広
陵
ニ
一

（
李
白
詩
）

〈
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
〉

も
う
こ
う
ね
ん

ゆ

《
黄
鶴
楼
で
孟
浩
然
が
広
陵
に
行
く
の
を
送
る
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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４

与
﹇
あ
づ
カ
ル
・
あ
た
フ
・
く
み
ス
・
と
・
と
も
ニ
・
よ
リ
ハ
・
か
・
か
な
﹈
の
１

①

あ
づ
カ
ル
…
関
わ
る
。
関
与
す
る
。

君
子
ニ

有
リ
二

三
楽
一

。
而
ウ
シ
テ

王
二
タ
ル
ハ

天
下
ニ
一

不
二

与
カ
リ

存
セ
一

焉
。
（
孟
子
）

〈
君
子
に
三
楽
有
り
。
而
う
し
て
天
下
に
王
た
る
は
与
か
り
存
せ
ず
。
〉

し
か

あ
づ

《
君
子
に
は
三
つ
の
楽
し
み
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
下
に
王
と
な
る
こ
と
は
こ
の
三
つ
の
楽
し

み
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
》

②

あ
た
フ
…
あ
た
え
る
。
日
本
語
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。

与
ヘ
ヨ

二

之
ニ

釜
ヲ

一

。
（
論
語
）

〈
之
に
釜
を
与
へ
よ
。
〉

こ
れ

あ
た

《
こ
の
者
に
釜
を
与
え
な
さ
い
。
》

③

く
み
ス
…
仲
間
に
な
る
。
た
す
け
る
。
政
府
与
党
と
い
う
と
き
は
こ
の
用
法
。

天
道
無
シ

レ

親
、
常
ニ

与
ス

二

善
人
ニ

一

。
（
老
子
）

〈
天
道
親
無
し
、
常
に
善
人
に
与
す
。
〉

し
ん

く
み

《
天
道
は
公
平
で
特
定
の
人
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
常
に
善
人
の
味
方
を
す
る
。
》

- 6 -

４

与
の
２

④

と
・
と
も
ニ
…
〜
と
一
緒
に
。
と
も
に
。
〜
と
。

臣
ハ

与
二

将
軍
一

戮
レ
セ
テ

力
ヲ

而
攻
ム

レ

秦
ヲ

。（
史
記
）

〈
臣
は
将
軍
と
力
を
戮
せ
て
秦
を
攻
む
。
〉

あ
は

《
私
は
将
軍
と
力
を
合
わ
せ
て
秦
を
攻
め
ま
し
た
。
》

⑤

よ
リ
ハ
…
〜
よ
り
は
。
比
較
・
選
択
。

而
与
三
リ
ハ

其
ノ

従
二
ハ
ン

辟
レ
ク
ル

人
ヲ

之
士
ニ

一

也
、
豈
ニ

若
レ
カ
ン

従
二
フ
ニ

辟
レ
ク
ル

世
ヲ

之
士
ニ

一

哉
。
（
論
語
）

〈

而

其
の
人
を
辟
く
る
の
士
に
従
は
ん
よ
り
は
、
豈
に
世
を
辟
く
る
の
士
に
従
ふ
に
若
か
ん
や
。
〉

な
ん
ぢ

さ

あ

し

《
お
前
さ
ん
は
、
人
（
君
主
）
を
選
り
好
み
し
て
仕
え
な
い
人
物
（
孔
子
）
に
従
う
よ
り
は
、
世
を
避

け
る
人
物
に
従
っ
た
方
が
よ
く
は
な
か
ろ
う
か
。
》

⑥

か
・
か
な
…
〜
か
。
〜
だ
な
あ
。
疑
問
・
詠
嘆
の
終
助
詞
。

子
曰
ク

、「
賜
也
、
女
以
テ

レ

予
ヲ

為
ス

二

多
ク

学
ビ
テ

而
識
ル

レ

之
ヲ

者
ト

一

与
ト

。」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
賜
や
、

女

予
を
以
て
多
く
学
び
て
之
を
識
る
者
と
為
す
か
。
」
と
。
〉

し

な
ん
ぢ

し

な

《
孔
子
が
言
わ
れ
る
に
は
、
「
賜
よ
、
お
前
は
私
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
そ
れ
を
お
ぼ
え
て
い
る
者

だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
」
と
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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５

夫
﹇
か
・
か
な
・
か
ノ
・
そ
レ
﹈

①

か
・
か
な
…
〜
か
。
〜
だ
な
あ
。
疑
問
・
詠
嘆
の
終
助
詞
。

逝
ク

者
ハ

如
キ

レ

斯
ク
ノ

夫
。
不
レ

舎
カ

二

昼
夜
ヲ

一

。（
論
語
）

〈
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
な
。
昼
夜
を
舎
か
ず
。
〉

ゆ

か

ご
と

お

《
過
ぎ
ゆ
く
も
の
は
こ
の
水
の
流
れ
の
よ
う
な
も
の
か
。
昼
も
夜
も
や
む
こ
と
な
く
動
い
て
い
る
。
》

②

か
ノ
…
あ
の
。
例
の
。

是
ノ

故
ニ

悪
ム

二

夫
ノ

佞
者
ヲ

一

。
（
論
語
）

〈
是
の
故
に
夫
の
佞
者
を
悪
む
。
〉

こ

か

ね
い
じ
ゃ

に
く

《
こ
れ
だ
か
ら
あ
の
口
達
者
な
や
つ
は
き
ら
い
だ
。
》

③

そ
レ
…
そ
も
そ
も
。
い
っ
た
い
。

夫
レ

天
地
ハ

万
物
之
逆
旅
ニ
シ
テ

、
光
陰
ハ

者
、
百
代
之
過
客
ナ
リ

。

（
李
白
・
春
夜
宴
ニ

桃
李
園
一

序
）

〈
夫
れ
天
地
は
万
物
の
逆
旅
に
し
て
、
光
陰
は
百
代
の
過
客
な
り
。
〉

そ

げ
き
り
ょ

は
く
た
い

か

か

く

《
そ
も
そ
も
天
地
は
あ
ら
ゆ
る
物
が
泊
ま
っ
て
い
く
宿
屋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
月
日
は
永
遠
の
旅

人
で
あ
る
。
》

- 8 -

６

如
﹇
ご
と
シ
・
し
ク
・
も
シ
・
ゆ
ク
﹈
の
１

７

若
﹇
ご
と
シ
・
し
ク
・
も
シ
・
な
ん
ぢ
﹈
の
１

「
如
」
と
「
若
」
は
「
ご
と
シ
・
し
ク
・
も
シ
」
の
三
つ
の
読
み
が
共
通
で
あ
る
。

①

ご
と
シ
…
〜
の
よ
う
だ
。

人
生
ハ

如
シ

二

白
駒
ノ

過
グ
ル
ガ

一
レ

隙
ヲ

。（
十
八
史
略
）

〈
人
生
は
白
駒
の
隙
を
過
ぐ
る
が
如
し
。
〉

は
く

く

げ
き

ご
と

《
人
生
の
過
ぎ
や
す
い
こ
と
は
ま
る
で
戸
の
隙
間
か
ら
白
い
馬
が
駆
け
て
い
く
の
を
見
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
》

②

し
ク
…
ほ
と
ん
ど
否
定
の
「
不
如
」
「
莫
如
」
の
か
た
ち
で
、
〜
に
及
ば
な
い
。
〜
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。

心
ノ

不
ル
ハ

レ

若
カ

レ

人
ニ

、
則
チ

不
レ

知
ラ
レ

悪
ム
コ
ト
ヲ

。（
孟
子
）

〈
心
の
人
に
若
か
ざ
る
は
、

則

ち
悪
む
こ
と
を
知
ら
ず
。
〉

し

す
な
は

に
く

《
（
自
分
の
）
心
が
他
の
人
の
心
に
及
ば
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
恥
じ
き
ら
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
》

知
ル
ハ

レ

臣
ヲ

莫
シ

レ

如
ク
ハ

レ

君
ニ

。
（
史
記
）

〈
臣
を
知
る
は
君
に
如
く
は
莫
し
。
〉

し
ん

き
み

し

な

《
臣
下
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
君
主
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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６

如

７

若

の
２

③

も
シ
…
〜
な
ら
ば
。

如
シ

詩
不
レ
ン
バ

成
ラ

、
罰
ハ

依
二
ラ
ン

金
谷
ノ

酒
数
ニ

一

。（
李
白
・
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
）

〈
如
し
詩
成
ら
ず
ん
ば
、
罰
は
金
谷
の
酒
数
に
依
ら
ん
。
〉

も

き
ん
こ
く

よ

《
も
し
も
詩
が
で
き
な
け
れ
ば
罰
と
し
て
金
谷
で
の
故
事
に
な
ら
っ
て
酒
を
飲
ま
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
》

④

ゆ
ク
…
行
く
。

沛
公
起
チ
テ

如
ク

レ

厠
ニ

。（
史
記
）

〈
沛
公
起
ち
て

厠

に
如
く
。
〉

は
い

た

か
は
や

ゆ

《
沛
公
が
立
ち
上
が
っ
て
便
所
に
行
っ
た
。
》

⑤

な
ん
ぢ
…
お
ま
え
。
君
。

若
入
リ

前
ミ
テ

為
セ

レ

寿
ヲ

。（
史
記
）

〈

若

入
り
前
み
て
寿
を
為
せ
。
〉

な
ん
ぢ

す
す

じ
ゅ

な

《
お
前
は
中
に
入
り
前
に
進
み
出
て
健
康
を
祝
福
せ
よ
。
》

- 10 -

８

将
﹇
は
タ
・
ひ
き
ヰ
ル
・
ま
さ
ニ
〜
（
ン
ト
）
す
﹈

①

は
タ
…
そ
も
そ
も
。
そ
れ
と
も
。
い
っ
た
い
。

既
ニ

為
ス

レ

盗
ヲ

矣
、
仁
将
タ

焉
ク
ニ
カ

在
ラ
ン

。（
列
子
）

〈
既
に
盗
を
為
す
、
仁
将
た
焉
く
に
か
在
ら
ん
。
〉

は

い
づ

《
も
う
泥
棒
を
し
て
し
ま
っ
た
。
仁
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
、
ど
こ
に
も
な
い
。
》

②

ひ
き
ヰ
ル
…
ひ
き
い
る
。

其
ノ

馬
将
二
ヰ
テ

胡
ノ

駿
馬
ヲ

一

而
帰
ル

。
（
淮
南
子
）

〈
其
の
馬
胡
の
駿
馬
を
将
ゐ
て
帰
る
。
〉

こ

し
ゅ
ん
め

ひ
き

《
其
の
馬
が
胡
の
駿
馬
を
ひ
き
つ
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
》

③

ま
さ
ニ
〜
（
ン
ト
）
す
…
〜
し
そ
う
だ
。
〜
し
よ
う
と
思
う
。

将
ニ

二

自
ラ

撃
タ
ン
ト

一
レ

之
ヲ

。（
説
苑
）

〈
将
に

自

ら
之
を
撃
た
ん
と
す
。
〉

ま
さ

み
づ
か

う

《
今
に
も
自
分
で
こ
れ
を
撃
と
う
と
す
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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９

且
﹇
か
ツ
・
し
ば
ラ
ク
・
ま
さ
ニ
〜
（
ン
ト
）
す
﹈

①

か
ツ
…
そ
の
う
え
。
し
か
も
。

邦
ニ

有
ル
ニ

レ

道
、
貧
シ
ク

且
ツ

賎
シ
キ
ハ

焉
恥
也
。（
論
語
）

〈
邦
に
道
有
る
に
、
貧
し
く
且
つ
賎
し
き
は
恥
な
り
。
〉

く
に

か

い
や

《
国
に
正
し
い
道
義
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
中
で
貧
乏
で
そ
の
う
え
身
分
が
低
い
と
い
う
の
は
、

（
自
分
の
働
き
が
な
い
た
め
で
）
人
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
》

②

し
ば
ラ
ク
…
と
り
あ
え
ず
。
ま
あ
ま
あ
。

天
運
苟
ク
モ

如
レ
ク
ン
バ

此
ク
ノ

且
ラ
ク

進
二
メ
ン

杯
中
ノ

物
ヲ

一

。
（
陶
淵
明
）

〈
天
運

苟

く
も
此
く
の
如
く
ん
ば
且
ら
く
杯
中
の
物
を
進
め
ん
。
〉

い
や
し

か

ご
と

し
ば

《
天
運
が
も
し
も
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
し
た
ら
、
ま
あ
酒
で
も
飲
む
こ
と
に
し
よ
う
か
。
》

③

ま
さ
ニ
〜
（
ン
ト
）
す
…
〜
し
そ
う
だ
。
〜
し
よ
う
と
す
る
。
「
将
」
に
同
じ
。

引
レ
キ
テ

酒
ヲ

且
ニ

レ

飲
レ
マ
ン
ト

之
ヲ

。（
戦
国
策
）

〈
酒
を
引
き
て
且
に
之
を
飲
ま
ん
と
す
。
〉

ま
さ

《
酒
を
引
き
寄
せ
て
今
に
も
飲
も
う
と
す
る
。
》

- 12 -

宜
﹇
む
べ
（
う
べ
）
ナ
リ
・
よ
ろ
シ
・
よ
ろ
シ
ク
〜
べ
シ
﹈

10
①

む
べ
（
う
べ
）
ナ
リ
…
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

牡
丹
ヲ

之
レ

愛
ス
ル
ハ

、

宜
ナ
ル

乎
衆
キ
コ
ト

矣
。
（
周
敦
頤
・
愛
蓮
説
）

〈
牡
丹
を
之
れ
愛
す
る
は
、
宜
な
る
か
な
衆
き
こ
と
。
〉

ぼ

た

ん

こ

む
べ

お
ほ

《
牡
丹
は
（
花
の
富
貴
な
も
の
で
あ
る
か
ら
）
こ
れ
を
愛
す
る
人
が
多
い
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
な
あ
。
》

②

よ
ろ
シ
ク
〜
べ
シ
…
〜
す
る
の
が
よ
い
、
適
当
だ
。

惟
ダ

仁
者
ノ
ミ

宜
シ
ク

シ

レ

在
ル

二

高
位
ニ

一

。（
孟
子
）

〈
惟
だ
仁
者
の
み
宜
し
く
高
位
に
在
る
べ
し
。
〉

た

よ
ろ

《
た
だ
仁
徳
の
あ
る
も
の
だ
け
が
高
位
に
つ
い
て
い
る
の
が
よ
い
の
だ
。
》

③

よ
ろ
シ
…
よ
い
。
よ
い
だ
ろ
う
。
ふ
さ
わ
し
い
。

之
ノ

子
于
キ

帰
グ

宜
二
シ
カ
ラ
ン

其
ノ

室
家
ニ

一

。（
詩
経
）

〈
之
の
子
于
き
帰
ぐ
其
の
室
家
に
宜
し
か
ら
ん
。
〉

こ

ゆ

と
つ

し

っ

か

よ
ろ

《
こ
の
娘
は
、
い
ま
お
嫁
に
い
く
。
嫁
ぎ
先
の
家
き
っ
と
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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二

重
要
語

20

而
﹇
置
き
字
・
し
か
う
シ
テ
（
し
か
シ
テ
）
・
し
か
モ
・
し
か
ル
ニ
・
し
か
レ
ド
モ
・
な
ん
ぢ
﹈

11
①

「
な
ん
ぢ
」
以
外
の
読
み
は
接
続
の
用
法
。
順
接
、
逆
接
両
方
あ
る
。
置
き
字
の
順
接
の
用
法
と
、
逆

接
の
用
法
を
一
つ
ず
つ
あ
げ
て
お
く
。

読
書
百
遍
ニ
シ
テ

而
義
自
ラ

見
ハ
ル

。（
魏
志
）

〈
読
書
百
遍
に
し
て
義

自

ら
見
は
る
。
〉

お
の
づ
か

あ
ら

《
何
回
も
繰
り
返
し
て
読
め
ば
意
味
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
お
の
ず
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
》

陛
下
ハ

不
レ

能
ハ

レ

将
レ
タ
ル

兵
ニ

、
而
レ
ド
モ

善
ク

将
レ
タ
リ

将
ニ

。（
史
記
）

〈
陛
下
は
兵
に
将
た
る
能
は
ず
、
而
れ
ど
も
善
く
将
に
将
た
り
。
〉

へ

い

か

あ
た

し
か

よ

《
陛
下
は
兵
士
の
大
将
と
な
る
こ
と
は
お
で
き
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
立
派
に
大
将
の
大
将
と
な
ら
れ
ま
す
。
》

②

な
ん
ぢ
…
君
。
お
前
。
そ
な
た
。

必
ズ

欲
セ
バ

烹
二
ン
ト

而
ノ

翁
ヲ

一

、
則
チ

幸
ヒ
ニ

分
二
カ
テ

我
ニ

一
杯
ノ

羹
ヲ

一

。（
史
記
）

〈
必
ず

而

の
翁
を
烹
ん
と
欲
せ
ば
、

則

ち

幸

ひ
に
我
に
一
杯
の

羮

を
分
か
て
。
〉

な
ん
ぢ

お
う

に

す
な
は

さ
い
は

あ
つ
も
の

《
ど
う
し
て
も
そ
な
た
の
父
を
煮
る
と
い
う
の
な
ら
、
ど
う
か
私
に
そ
の
ス
ー
プ
を
一
杯
分
け
て
ほ
し

い
も
の
だ
。
》

- 14 -

爾
﹇
し
か
リ
・
な
ん
ぢ
・
の
み
﹈

12
①

し
か
リ
…
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
通
り
。

問
フ

レ

君
ニ

何
ゾ

能
ク

爾
ル
ト

心
遠
ケ
レ
バ

地
自
ラ

偏
ナ
リ

（
陶
淵
明
・
飲
酒
）

〈
君
に
問
ふ
何
ぞ
能
く
爾
る
と
心
遠
け
れ
ば
地

自

ら
偏
な
り
。
〉

き
み

よ

し
か

お
の
づ
か

へ
ん

《
あ
る
人
が
私
に
尋
ね
る
、
「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
生
活
が
で
き
る
の
か
。
」
と
。
（
私
は
答
え
る
。
）
「
心

が
俗
界
か
ら
遠
く
は
な
れ
て
い
る
の
で
、
住
む
土
地
も
自
然
と
辺
鄙
に
な
る
の
だ
。
」
と
。
》

②

な
ん
ぢ
…
君
。
お
前
。
そ
な
た
。

爾
ハ

為
リ

レ

爾
、
我
ハ

為
リ
レ

我
。（
孟
子
）

〈

爾

は
爾
為
り
、
我
は
我
為
り
。
〉

な
ん
ぢ

た

《
お
前
は
お
前
で
あ
る
、
私
は
私
で
あ
る
。
》

③

の
み
…
〜
だ
け
（
だ
）
。

非
レ
ザ
レ
バ

死
セ
ル
ニ

則
チ

徙
リ
シ

爾
。（
柳
宗
元
・
捕
蛇
者
説
）

〈
死
せ
る
に
非
ざ
れ
ば

則

ち
徙
り
し
の
み
。

す
な
は

う
つ

《
死
ん
だ
の
で
な
け
れ
ば
他
の
土
地
へ
移
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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是
﹇
こ
こ
・
こ
ノ
・
こ
レ
・
ぜ
ナ
リ
﹈

13
①

こ
こ
・
こ
ノ
・
こ
レ
…
こ
こ
、
こ
の
、
こ
れ
、
そ
れ
。

是
レ

魯
ノ

孔
丘
与
。（
論
語
）

〈
是
れ
魯
の
孔

丘
か
。
〉

こ

ろ

こ
う
き
ゅ
う

《
そ
れ
は
魯
の
孔
丘
の
こ
と
か
。
》

②

ぜ
ナ
リ
…
正
し
い
。

覚
二

今
ノ

是
ニ
シ
テ

而
昨
ノ

非
ナ
ル
ヲ

一

。（
陶
淵
明
・
帰
去
来
兮
辞
）

〈
今
の
是
に
し
て
昨
の
非
な
る
を
覚
る
。
〉

ぜ

さ
と

《
今
が
正
し
く
昨
日
ま
で
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
》

- 16 -

斯
﹇
こ
こ
ニ
・
こ
ノ
・
こ
レ
・
す
な
は
チ
﹈

14
①

こ
こ
ニ
…
こ
こ
で
。
場
所
や
状
況
を
表
す
場
合
と
、
「
す
な
は
チ
」
と
同
じ
く
接
続
を
表
す
場
合
と
が

あ
る
。

天
下
之
善
士
ハ

、
斯
ニ

友
二
ト
ス

天
下
之
善
士
ヲ

一

。（
孟
子
）

〈
天
下
の
善
士
は
、
斯
に
天
下
の
善
士
を
友
と
す
。
〉

こ
こ

《
天
下
の
行
い
の
正
し
い
人
は
、
そ
れ
は
天
下
の
行
い
の
正
し
い
人
を
友
と
す
る
。
》

②

こ
ノ
・
こ
レ
…
こ
の
、
こ
れ
。
「
此
」
に
同
じ
。

斯
ノ

人
ニ
シ
テ

而
有
リ

二

斯
ノ

疾
一

。（
論
語
）

〈
斯
の
人
に
し
て
斯
の
疾
有
り
。
〉

こ

し
つ

《
こ
う
い
う
（
立
派
な
）
人
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
ろ
う
と
は
。
》

③

す
な
は
チ
…
「
則
」
に
ほ
ぼ
同
じ
。

我
欲
セ
バ

レ

仁
ヲ

、
斯
チ

仁
至
ル

矣
。（
論
語
）

〈
我
仁
を
欲
せ
ば
、

斯

ち
仁
至
る
。
〉

す
な
は

《
私
が
仁
を
欲
す
る
と
、
仁
は
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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者
﹇
こ
と
・
は
・
も
の
﹈

15
①

こ
と
…
こ
と
。
事
柄
。

范
増
数
目
シ

二

項
王
ニ

一

、
挙
二
ゲ
テ

所
ノ

レ

佩
ブ
ル

玉
玦
ヲ

一

以
テ

示
ス

レ

之
ニ

者
三
タ
ビ
ス

。（
史
記
）

〈
范
増

数

項
王
に
目
し
、
佩
ぶ
る
所
の
玉

玦
を
挙
げ
て
、
以
て
之
に
示
す
こ
と
三
た
び
す
。
〉

し
ば
し
ば

お

ぎ
ょ
く
け
つ

こ
れ

《
范
増
は
し
ば
し
ば
項
王
に
目
く
ば
せ
し
、
腰
に
帯
び
て
い
た
玉
玦
を
差
し
上
げ
て
項
王
に
示
す
こ
と

が
三
度
で
あ
っ
た
。
》

②

は
…
〜
は
。
〜
と
は
。

教
化
者
、
国
家
之
急
務
也
。（
資
治
通
鑑
）

〈
教
化
は
、
国
家
の
急
務
な
り
。
〉

《
教
化
と
い
う
こ
と
は
、
国
家
の
第
一
に
す
べ
き
務
め
で
あ
る
。
》

③

も
の
…
〜
は
。
者
。
物
。
人
。
こ
と
。
と
き
。
わ
け
。

子
曰
ク

、
「
由
、
知
ル

レ

徳
ヲ

者
ハ

鮮
ナ
シ
ト

矣
。
」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
由
、
徳
を
知
る
者
は
鮮
な
し
。
」
と
。
〉

ゆ
う

す
く

《
孔
子
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
子
路
よ
（
由
の
こ
と
）
道
徳
を
認
識
す
る
も
の
は
少
な
い
ね
。
」
と
。
》

- 18 -

焉
﹇
い
づ
ク
ニ
カ
・
い
づ
ク
ン
ゾ
・
え
ん
・
こ
れ
﹈

16
①

い
づ
ク
ニ
カ
…
ど
こ
に
。
場
所
を
問
う
。

天
下
之
父
帰
レ
セ
バ

之
ニ

、
其
ノ

子
焉
ク
ニ
カ

往
カ
ン

。（
孟
子
）

〈
天
下
の
父
之
に
帰
せ
ば
、
其
の
子
焉
く
に
か
往
か
ん
。
〉

こ
れ

い
づ

ゆ

《
天
下
の
父
が
こ
れ
（
文
王
）
に
帰
服
し
た
以
上
、
そ
の
子
（
人
民
）
は
ど
こ
に
往
け
よ
う
か
、
往
け

は
し
な
い
。
》

②

い
づ
ク
ン
ゾ
…
ど
う
し
て
。
理
由
を
問
う
。

割
レ
ク
ニ

雞
ヲ

焉
ク
ン
ゾ

用
二
ヒ
ン

牛
刀
ヲ

一

。（
論
語
）

〈

雞

を
割
く
に
焉
く
ん
ぞ
牛
刀
を
用
ひ
ん
。
〉

に
は
と
り

い
づ

《
雞
を
割
く
の
に
ど
う
し
て
牛
刀
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
必
要
は
な
い
の
だ
。
》

③

（
え
ん
）
…
文
末
の
断
定
の
字
。
た
だ
し
そ
の
場
合
は
置
き
字
で
、
「
え
ん
」
と
読
む
こ
と
は
な
い
。

宅
辺
ニ

有
リ

二

五
柳
樹
一

、
因
リ
テ

以
テ

為
ス

レ

号
ト

焉
。（
陶
淵
明
・
五
柳
先
生
伝
）

〈
宅
辺
に
五
柳
樹
有
り
、
因
り
て
以
て
号
と
為
す
。
〉

よ

《
家
の
周
囲
に
五
本
の
柳
の
木
が
あ
る
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
号
と
し
た
。
》

④

こ
れ
…
こ
れ
。
「
於
此
」
に
等
し
い
。

反
レ
リ
ミ
テ

身
ニ

而
誠
ナ
レ
バ

、
楽
シ
ミ

莫
シ

レ

大
レ
ナ
ル
ハ

焉
ヨ
リ

。（
孟
子
）

〈
身
に
反
り
み
て
誠
な
れ
ば
、
楽
し
み
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
〉

か
へ

こ
れ

な

《
わ
が
身
を
省
み
て
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
大
き
い
楽
し
み
は
な
い
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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悪
﹇
い
づ
ク
ニ
カ
・
い
づ
ク
ン
ゾ
・
に
く
ム
﹈

17
①

い
づ
ク
ニ
カ
…
ど
こ
に
。
場
所
を
問
う
。

居
悪
ク
ニ
カ

在
ル

、
仁
是
レ

也
。
路
悪
ク
ニ
カ

在
ル

、
義
是
レ

也
。（
孟
子
）

〈
居
悪
く
に
か
在
る
、
仁
是
れ
な
り
。
路
悪
く
に
か
在
る
、
義
是
れ
な
り
。
〉

き
ょ
い
づ

あ

こ

ろ

《
人
が
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
仁
が
こ
れ
で
あ
る
。
人

が
従
う
べ
き
道
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
義
が
こ
れ
で
あ
る
。
》

②

い
づ
ク
ン
ゾ
…
ど
う
し
て
。
理
由
を
問
う
。

彼
悪
ク
ン
ゾ

知
レ
ラ
ン

之
ヲ

。（
孟
子
）

〈
彼
悪
く
ん
ぞ
之
を
知
ら
ん
。
〉

い
づ

《
彼
ら
（
人
民
）
は
ど
う
し
て
こ
の
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
か
、
知
り
は
し
な
い
の
だ
。
》

③

に
く
ム
…
憎
む
。
嫌
う
。
音
読
み
は
「
ヲ
」

非
レ
ザ
ル

不
レ
ル
ニ

悪
マ

レ

寒
キ
ヲ

也
。（
韓
非
子
）

〈
寒
き
を
悪
ま
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
〉

に
く

《
寒
さ
を
憎
ま
な
い
の
で
は
な
い
。
》

- 20 -

以
﹇
も
っ
テ
・
も
っ
テ
ス
・
ゆ
ゑ
﹈

18
①

も
っ
テ
…
〜
を
。
〜
で
。
〜
に
。
〜
に
よ
っ
て
。
手
段
・
方
法
・
対
象
・
理
由
等
を
表
す
。
そ
し
て
。

接
続
を
表
す
。

以
テ

二

子
之
矛
ヲ

一

、
陥
二
サ
バ

子
之
楯
ヲ

一

何
如
。（
韓
非
子
）

〈
子
の
矛
を
以
て
、
子
の
楯
を
陥
さ
ば
何
如
。
〉

し

ほ
こ

た
て

と
ほ

い

か

ん

《
あ
な
た
の
矛
で
も
っ
て
あ
な
た
の
楯
を
突
い
た
ら
ど
う
で
す
か
。
》

②

も
っ
テ
ス
…
〜
に
よ
っ
て
す
る
。
〜
で
す
る
。
「
〜
を
以
て
〜
す
る
」
を
逆
に
し
て
「
〜
す
る
に
〜
を

以
て
す
」
と
な
る
。

況
ン
ヤ

陽
春
召
レ
ク
ニ

我
ヲ

以
二
テ
シ

煙
景
ヲ
一

、
大
塊
仮
レ
ス
ニ

我
ニ

以
二
テ
ス
ル
ヲ
ヤ

文
章
ヲ

一

。

（
李
白
・
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
）

〈
況
ん
や
陽
春
我
を
召
く
に
煙
景
を
以
て
し
、
大
塊
我
に
仮
す
に
文
章
を
以
て
す
る
を
や
。
〉

い
は

え
ん
け
い

た
い
か
い

か

《
ま
し
て
う
ら
ら
か
な
春
が
霞
た
な
び
く
景
色
で
我
々
を
ま
ね
き
、
造
花
の
神
が
我
々
に
文
学
の
才
能

を
貸
し
与
え
て
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
だ
。
》

③

ゆ
ゑ
…
わ
け
。
理
由

古
人
秉
レ
リ
テ

燭
ヲ

夜
遊
ブ

、
良
ニ

有
ル

レ

以
也
。（
李
白
・
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
）

〈
古
人

燭

を
秉
り
て
夜
遊
ぶ
、

良

に
以
有
る
な
り
。
〉

し
ょ
く

と

ま
こ
と

ゆ
ゑ

《
昔
の
人
は
灯
火
を
手
に
取
っ
て
夜
ま
で
遊
ん
だ
と
い
う
が
、
ま
こ
と
に
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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惟
﹇
お
も
フ
・
こ
レ
・
た
ダ
﹈

19
①

お
も
フ
…
思
う
。
考
え
る
。

願
ハ
ク
ハ

大
王
詳
ラ
カ
ニ

惟
ヘ

レ

之
ヲ

。（
漢
書
）

〈
願
は
く
は
大
王

詳

ら
か
に
之
を
惟
へ
。
〉

つ
ま
び

お
も

《
ど
う
か
大
王
様
こ
の
こ
と
を
よ
く
お
考
え
下
さ
い
。
》

②

こ
レ
…
こ
れ
。
文
頭
、
文
中
に
お
い
て
口
調
を
整
え
る
。

惟
レ

十
有
三
年
春
、
大
イ
ニ

会
ス

二

於
孟
津
ニ

一

。（
書
経
）

〈
惟
れ
十
有
三
年
春
、
大
い
に
孟
津
に
会
す
。
〉

こ

も
う
し
ん

《
十
三
年
の
春
に
、
孟
津
で
大
い
に
会
合
し
た
。
》

③

た
ダ
…
た
だ
〜
だ
け
。

無
二
ク
シ
テ

恒
産
一

而
有
ル

二

恒
心
一

者
ハ

、
惟
ダ

士
ノ
ミ

為
ス

レ

能
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ

。（
孟
子
）

〈
恒
産
無
く
し
て
恒
心
有
る
者
は
、
惟
だ
士
の
み
能
く
す
る
こ
と
を
為
す
。
〉

た

よ

な

《
一
定
不
変
の
財
産
が
な
く
て
常
に
変
わ
ら
ぬ
道
義
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
た
だ
学

問
修
養
の
で
き
た
士
だ
け
が
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
》

- 22 -

自
﹇
お
の
づ
か
ラ
・
み
づ
か
ラ
・
よ
リ
﹈

20
①

お
の
づ
か
ラ
…
自
然
と
。
ひ
と
り
で
に
。

心
遠
ケ
レ
バ

地
自
ラ

偏
ナ
リ

（
陶
淵
明
・
飲
酒
）

〈
心
遠
け
れ
ば
地

自

ら
偏
な
り
。
〉

お
の
づ
か

へ
ん

《
心
が
俗
界
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
の
で
、
住
む
土
地
も
自
然
と
辺
鄙
に
な
る
の
だ
。
》

②

み
づ
か
ラ
…
自
分
か
ら
。
自
分
を
。

天
生
ノ

麗
質
ハ

難
ク

二

自
ラ

棄
テ

一

一
朝
選
バ
レ
テ

在
リ

二

君
王
ノ

側
ラ
ニ

一

。（
白
居
易
・
長
恨
歌
）

〈
天
生
の
麗
質
は

自

ら
棄
て
難
く
一
朝
選
ば
れ
て
君
王
の

側

ら
に
在
り
。
〉

れ
い
し
つ

み
づ
か

か
た
は

《
生
ま
れ
つ
き
の
美
し
さ
は
自
分
で
捨
て
去
ろ
う
と
し
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
く
た
ち
ま
ち
選
ば
れ

て
王
様
の
側
に
侍
る
こ
と
に
な
っ
た
。
》

③

よ
リ
…
〜
か
ら
。
〜
よ
り
。

禍
ヒ
ハ

自
リ

レ

口
出
デ

、
病
ハ

自
リ

レ

口
入
ル

。（
言
志
録
）

〈

禍

ひ
は
口
よ
り
出
で
、

病

は
口
よ
り
入
る
。
〉

わ
ざ
は

や
ま
ひ

《
災
難
と
い
う
も
の
は
口
か
ら
出
て
、
病
気
と
い
う
も
の
は
口
か
ら
入
る
も
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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即
﹇
す
な
は
チ
・
つ
ク
・
も
シ
﹈

21
①

す
な
は
チ
…
す
ぐ
に
。
と
り
も
な
お
さ
ず
。

樊
噲
即
チ

帯
ビ

レ

剣
ヲ

擁
レ
シ
テ

盾
ヲ

入
ル

二

軍
門
ニ

一

。（
史
記
）

〈
樊
噲

即

ち
剣
を
帯
び
盾
を
擁
し
て
軍
門
に
入
る
。
〉

は
ん
か
い
す
な
は

た
て

よ
う

《
樊
噲
は
す
ぐ
に
剣
を
身
に
つ
け
、
盾
を
抱
え
て
軍
門
に
入
っ
て
行
っ
た
。
》

②

つ
ク
…
（
地
位
・
位
置
）
に
つ
く
。
接
す
る
。
近
づ
く
。

不
レ

即
カ

不
レ

離
レ

。（
仏
・
円
覚
経
）

〈
即
か
ず
離
れ
ず
。
〉

つ

《
く
っ
つ
き
も
し
な
い
し
離
れ
も
し
な
い
。
》

③

も
シ
…
も
し
も
。

王
即
シ

不
レ
ン
バ

聴
カ

レ

用
レ
フ
ル
ヲ

鞅
ヲ

、
必
ズ

殺
セ

レ

之
ヲ

。
無
レ
カ
レ

令
レ
ム
ル

出
デ

レ

境
ヲ

。（
史
記
）

〈
王
即
し
鞅
を
用
ふ
る
を
聴
か
ず
ん
ば
、
必
ず
之
を
殺
せ
。
境
を
出
で
し
む
る
無
か
れ
。
〉

も

お
う

き

《
王
様
が
も
し
も
鞅
を
用
い
る
こ
と
を
お
聞
き
入
れ
に
な
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
必
ず
彼
を
殺
し
な
さ
い
。

国
境
を
出
て
他
国
へ
行
か
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
》

- 24 -

故
﹇
こ
と
さ
ラ
ニ
・
ふ
る
シ
・
ゆ
ゑ
ニ
﹈

22
①

こ
と
さ
ラ
ニ
…
わ
ざ
と
。
わ
ざ
わ
ざ
。

故
ラ
ニ

遣
レ
ハ
シ

将
ヲ

守
レ
ラ
シ
メ
シ

関
ヲ

者
ハ

、
備
三
ヘ
シ

他
盗
ノ

出
入
ト

与
ニ

二

非
常
一

也
。（
史
記
）

〈

故

ら
に
将
を
遣
は
し
関
を
守
ら
し
め
し
者
は
、
他
盗
の
出
入
と
非
常
と
に
備
へ
し
な
り
。
〉

こ
と
さ

つ
か

か
ん

も
の

《
わ
ざ
わ
ざ
武
将
を
つ
か
わ
し
て
関
所
を
守
ら
せ
た
訳
は
、
他
の
盗
賊
の
出
入
り
と
非
常
事
態
と
に
備

え
た
の
で
す
。
》

②

ふ
る
シ
…
年
を
経
た
も
の
。
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
。
馴
染
み
の
も
の
。

子
曰
ク

、「
温
レ
ネ
テ

故
キ
ヲ

而
知
ル

レ

新
シ
キ
ヲ

、
可
二
シ
ト

以
テ

為
ル

一
レ

師
ト

矣
。
」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
、
以
て
師
と
為
る
べ
し
。
」
と
。
〉

ふ
る

た
づ

《
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
古
い
こ
と
に
習
熟
し
て
、
新
し
い
こ
と
も
知
れ
ば
、
人
の
教
師
と
な
れ
る

で
あ
ろ
う
。
」
》

③

ゆ
ゑ
ニ
…
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
わ
け
で
。

子
曰
ク

、「
求
也
退
ク

、
故
ニ

進
ム

レ

之
ヲ

、
由
也
兼
ヌ

レ

人
ヲ

、
故
ニ

退
レ
ク
ト

之
ヲ

。（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
求
や
退
く
、
故
に
之
を
進
む
、
由
や
人
を
兼
ぬ
、
故
に
之
を
退
く
。
」
と
。
〉

ゆ
え

《
孔
子
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
求
は
消
極
的
だ
か
ら
は
げ
ま
し
た
が
、
由
は
で
し
ゃ
ば
り
だ
か
ら
そ
れ
を

お
さ
え
た
の
だ
。
」
と
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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謂
﹇
い
フ
・
お
も
へ
ラ
ク
﹈

23
①

い
フ
…
言
う
。
言
う
こ
と
に
は
。

顧
ミ
テ

謂
二
ヒ
テ

正
季
ニ

一

曰
ク

、「
死
シ
テ

而
何
ヲ
カ

為
サ
ン
ト

。」
（
日
本
外
史
）

〈

顧

み
て
正
季
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
死
し
て
何
を
か
為
さ
ん
。
」
と
。
〉

か
へ
り

ま
さ
す
え

《
振
り
返
っ
て
正
季
の
方
を
見
て
言
う
に
は
、
「
死
ん
で
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
。
」
と
。
》

②

お
も
へ
ラ
ク
…
思
う
に
は
〜
と
。
〜
と
思
う
。
（
「
以
為
」
も
「
お
も
へ
ラ
ク
」
と
読
む
。
）

臣
謂
ヘ
ラ
ク

、
小
人
ニ
ハ

無
シ

レ

朋
、
惟
ダ

君
子
ニ
ハ

則
チ

有
レ
リ
ト

之
レ

。
其
ノ

故
ハ

何
ゾ

哉
。（
朋
党
論
）

〈
臣
謂
へ
ら
く
、
小

人
に
は
朋
無
し
、
惟
だ
君
子
に
は

則

ち
之
れ
有
り
と
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
〉

お
も

し
ょ
う
じ
ん

と
も

た

く

ん

し

す
な
は

《
私
が
思
い
ま
す
に
は
、
「
つ
ま
ら
ぬ
人
間
に
は
仲
間
と
か
党
派
と
か
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

立
派
な
君
子
に
だ
け
こ
れ
が
あ
り
ま
す
。
」
と
。
こ
の
わ
け
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
》

以
為
ヘ
ラ
ク

畏
レ
ル
ル

狐
ヲ

也
ト

。（
戦
国
策
）

〈
以
為
へ
ら
く
狐
を
畏
る
る
な
り
と
。
〉

お

も

お
そ

《
狐
を
恐
れ
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
》

- 26 -

已
﹇
す
で
ニ
・
の
み
﹈

24
①

す
で
ニ
…
も
は
や
、
す
で
に
。

嚮
ニ

吾
不
レ
ン
バ

為
サ

二

斯
ノ

役
ヲ

一

則
チ

久
シ
ク

已
ニ

病
ミ
シ
ナ
ラ
ン

矣
。（
柳
宗
元
・
捕
蛇
者
説
）

〈
嚮
に
吾
斯
の
役
を
為
さ
ず
ん
ば

則

ち
久
し
く
已
に
病
み
し
な
ら
ん
。
〉

さ
き

こ

え
き

す
な
は

す
で

や

《
も
し
も
私
が
以
前
か
ら
こ
の
（
蛇
取
り
の
）
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
お
そ
ら
く
と
う
の
昔
か
ら

疲
れ
は
て
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
》

②

の
み
…
だ
け
（
だ
。
）

苟
ク
モ

無
二
ケ
レ
バ

恒
心
一

、
放
辟
邪
侈
、
無
キ

レ

不
ル

レ

為
サ

已
。（
孟
子
）

〈

苟

く
も
恒
心
無
け
れ
ば
、
放
辟
邪
侈
、
為
さ
ざ
る
無
き
の
み
。
〉

い
や
し

こ
う
し
ん

ほ
う
へ
き
じ
ゃ
し

《
人
が
も
し
も
一
定
不
変
の
道
徳
心
が
な
い
な
ら
ば
、
わ
が
ま
ま
勝
手
に
し
放
題
を
し
て
、
平
気
な
の
だ
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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事
﹇
こ
と
ト
ス
・
つ
か
フ
﹈

25
①

こ
と
ト
ス
…
つ
と
め
る
。
専
念
す
る
。

回
雖
モ

二

不
敏
ナ
リ
ト

一

、
請
フ

事
二
ト
セ
ン

斯
ノ

語
ヲ

一

矣
。（
論
語
）

〈
回
不
敏
な
り
と

雖

も
、
請
ふ
斯
の
語
を
事
と
せ
ん
。
〉

ふ

び

ん

い
へ
ど

こ

こ

《
回
は
至
ら
ぬ
者
で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
実
行
す
る
よ
う
専
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
》

②

つ
か
フ
…
仕
え
る
。

未
ダ

レ

能
ハ

レ

事
レ
フ
ル

人
ニ

、
焉
ク
ン
ゾ

能
ク

事
レ
ヘ
ン

鬼
ニ

。（
論
語
）

〈
未
だ
人
に
事
ふ
る
能
は
ず
、
焉
く
ん
ぞ
能
く
鬼
に
事
へ
ん
。
〉

い
ま

つ
か

あ
た

い
づ

よ

き

つ
か

《
ま
だ
人
に
仕
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
者
の
霊
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
》

- 28 -

卒
﹇
つ
ひ
ニ
・
に
は
カ
ニ
﹈

26
①

つ
ひ
ニ
…
と
う
と
う
、
結
局
。

然
レ
ド
モ

今
卒
ニ

困
二
シ
ム

於
此
ニ

一

。（
史
記
）

〈
然
れ
ど
も
今
卒
に
此
に
困
し
む
。
〉

し
か

つ
ひ

こ
こ

く
る

《
し
か
し
な
が
ら
今
、
結
局
こ
こ
で
苦
し
ん
で
い
る
。
》

②

に
は
カ
ニ
…
あ
わ
て
て
。
い
そ
い
で
。
突
然
。

卒
カ
ニ

揺
二

易
ス
レ
バ

之
ヲ

一

、
則
チ

民
心
惑
フ

。（
漢
書
）

〈
卒
か
に
之
を
揺
易
す
れ
ば
、
則
ち
民
心
惑
ふ
。
〉

に
は

よ
う
え
き

ま
ど

《
急
に
こ
れ
を
う
つ
し
か
え
る
と
、
民
の
心
は
惑
う
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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直
﹇
た
ダ
・
な
ほ
シ
﹈

27
①

た
ダ
…
た
だ
〜
で
あ
る
。

直
ダ

不
ル

二

百
歩
ナ
ラ

一

耳
。（
孟
子
）

〈
直
だ
百
歩
な
ら
ざ
る
の
み
。
〉

た

《
た
だ
（
逃
げ
た
の
が
）
百
歩
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
だ
。
》

②

ま
っ
す
ぐ
。
た
だ
し
い
。
正
直
。

父
ハ

為
ニ

レ

子
ノ

隠
シ

、
子
ハ

為
ニ

レ

父
ノ

隠
ス

。
直
キ
コ
ト

在
リ

二

其
ノ

中
ニ

一

矣
。（
論
語
）

〈
父
は
子
の
為
に
隠
し
、
子
は
父
の
為
に
隠
す
。
直
き
こ
と
其
の
中
に
在
り
。
〉

た
め

な
ほ

う
ち

《
父
は
子
の
た
め
に
罪
を
か
ば
っ
て
隠
し
て
や
り
、
子
は
父
の
た
め
に
そ
の
悪
い
と
こ
ろ
を
隠
し
て
か

ば
う
。
正
直
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
父
と
子
が
か
ば
い
合
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
》

- 30 -

徒
﹇
い
た
づ
ラ
ニ
・
た
ダ
﹈

28
①

い
た
づ
ラ
ニ
…
む
だ
に
。

州
郡
之
職
ハ

、
徒
ラ
ニ

労
ス
ル

レ

人
ヲ

耳
。（
蒙
求
）

〈
州
郡
の
職
は
、

徒

ら
に
人
を
労
す
る
の
み
。
〉

い
た
づ

《
州
や
郡
を
治
め
る
仕
事
は
、
た
だ
む
だ
に
自
分
の
身
を
労
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
》

②

た
ダ
…
た
だ
〜
だ
け
だ
。

非
ズ

二

徒
ダ
ニ

無
キ
ノ
ミ
ニ

一
レ

益
而
シ
テ

亦
害
ス

レ

之
ヲ

。（
孟
子
）

〈
徒
だ
に
益
無
き
の
み
な
ら
ず

而

し
て
亦
之
を
害
す
。
〉

た

し
か
う

ま
た

《
た
だ
無
益
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
上
有
害
で
も
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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毎
﹇
ご
と
ニ
・
つ
ね
ニ
﹈

29
①

ご
と
ニ
…
〜
ご
と
に
。
そ
の
た
び
に
。

毎
ニ

レ

戦
フ

必
ズ

敗
ル

。（
孫
子
）

〈
戦
ふ
毎
に
必
ず
敗
る
。
〉

ご
と

や
ぶ

《
戦
う
ご
と
に
必
ず
敗
れ
る
。
》

②

つ
ね
ニ
…
い
つ
も
。
〜
ご
と
に
。

先
帝
在
リ
シ

時
、
毎
ニ

与
レ

臣
論
ズ

二

此
ノ

事
ヲ

一

。
（
諸
葛
亮
・
出
師
表
）

〈
先
帝
在
り
し
時
、
毎
に
臣
と
此
の
事
を
論
ず
。
〉

あ

つ
ね

こ

《
先
帝
が
御
存
命
中
は
、
い
つ
も
私
と
こ
の
こ
と
を
議
論
し
て
い
ま
し
た
。
》

- 32 -

可
﹇
か
ナ
リ
・
べ
シ
﹈

30
①

か
ナ
リ
…
〜
で
き
る
。
〜
し
て
よ
い
。
ま
あ
よ
い
。

朝
ニ

聞
レ
カ
バ

道
ヲ

、
夕
ニ

死
ス
ト
モ

可
ナ
リ

矣
。（
論
語
）

〈

朝

に
道
を
聞
か
ば
、

夕

に
死
す
と
も
可
な
り
。
〉

あ
し
た

み
ち

ゆ
ふ
べ

し

か

《
も
し
も
朝
に
人
の
踏
み
行
う
べ
き
道
を
聞
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
で
き
た
な
ら
、
そ
の

夕
方
に
は
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
。
》

②

べ
シ
…
〜
で
き
る
。
〜
し
て
よ
い
。
〜
す
る
が
よ
い
。

子
曰
ク

「
三
軍
モ

可
キ

レ

奪
フ

レ

帥
ヲ

也
。
匹
夫
モ

不
ル

レ

可
レ
カ
ラ

奪
フ

レ

志
ヲ

也
ト

。
」（
論
語
）

〈
子
曰
く
「
三
軍
も
帥
を
奪
ふ
べ
き
な
り
。
匹
夫
も

志

を
奪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
。
〉

す
い

ひ

っ

ぷ

こ
こ
ろ
ざ
し

《
先
生
が
言
わ
れ
た
、
「
三
軍
の
大
将
で
も
生
け
捕
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
た
と
え
卑
賤
な

男
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
志
を
奪
い
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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三

名
詞

和
漢
異
義
語

の
１

(1)

鬼
﹇
き
﹈

31

死
者
。
死
者
の
魂
。
幽
霊
。
妖
怪
。
神
。
桃
太
郎
に
出
て
く
る
「
お
に
」
で
は
な
い
。

鬼
復
タ

言
フ

、「
何
ヲ

以
テ

有
レ
ル
カ
ト

声
。」
定
伯
曰
ク

、「
新
タ
ニ

死
シ

、
不
ル

レ

習
ハ

レ

渡
ル
ニ

レ

水
ヲ

耳
。

勿
カ
レ
ト

レ

怪
シ
ム

レ

吾
ヲ

也
。
」（
捜
神
記
）

〈
鬼
復
た
言
ふ
、「
何
を
以
て
声
あ
る
か
。
」
と
。
定
伯
曰
く
、「
新
た
に
死
し
、
水
を
渡
る
に
習
は
ざ
る
の
み
。

き

ま

て
い
は
く

あ
ら

吾
を
怪
し
む
勿
か
れ
。
」
と
。
〉

な

《
妖
怪
が
再
び
言
っ
た
、
「
な
ぜ
音
が
す
る
の
だ
。
」
と
。
定
伯
が
言
っ
た
、
「
死
ん
だ
ば
か
り
で
、
川
を
渡

る
の
に
慣
れ
て
い
な
い
の
だ
。
私
を
怪
し
む
な
。
」
と
。
》

故
人
﹇
こ
じ
ん
﹈

32

友
人
。
旧
友
。
日
本
語
の
「
死
ん
だ
人
」
と
は
異
な
る
。

勧
ム

レ

君
ニ

更
ニ

尽
ク
セ

一
杯
ノ

酒

西
ノ
カ
タ

出
二
デ
ナ
バ

陽
関
ヲ

一

無
二
カ
ラ
ン

故
人
一

（
王
維
・
送
三

元
二
使
二

安
西
一

）

〈
君
に
勧
む
更
に
尽
く
せ
一
杯
の
酒

西
の
か
た
陽
関
を
出
で
な
ば
故
人
無
か
ら
ん
〉

す
す

さ
ら

つ

よ
う
か
ん

こ

じ

ん

《
さ
あ
君
、
も
う
一
杯
酒
を
飲
み
干
し
な
さ
い
。
西
に
行
っ
て
陽
関
を
出
て
し
ま
え
ば
、
古
い
友
人
も
い

な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
》

- 34 -

三

名
詞

和
漢
異
義
語

の
２

(1)

大
丈
夫
﹇
だ
い
じ
ょ
う
ふ
﹈

33

意
志
が
強
く
立
派
な
人
物
。
一
人
前
の
立
派
な
男
子
。
日
本
語
で
は
、
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
読
み
、
「
確

実
・
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
」
を
表
す
。
「
大
」
を
と
っ
た
「
丈
夫
」
も
漢
文
で
は
「
一
人
前
の
男
子
」
と

い
う
意
味
だ
が
、
日
本
語
で
は
「
強
い
こ
と
・
健
康
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

富
貴
モ

不
レ

能
ハ

レ

淫
ス
ル

。
貧
賎
モ

不
レ

能
ハ

レ

移
ス

。
威
武
モ

不
レ

能
ハ

レ

屈
ス
ル

。
此
ヲ

之
レ

謂
フ

二

大
丈

夫
ト

一

。（
孟
子
）

〈
富
貴
も
淫
す
る
能
は
ず
。
貧
賎
も
移
す
能
は
ず
。
威
武
も
屈
す
る
能
は
ず
。
此
を
之
れ
大
丈
夫
と
謂
ふ
。
〉

ふ

う

き

い
ん

あ
た

ひ
ん
せ
ん

う
つ

あ
た

い

ぶ

こ
れ

こ

だ
い
じ
ょ
う
ふ

い

《
富
貴
な
地
位
で
も
そ
の
心
を
誘
惑
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
貧
賎
の
苦
し
み
も
節
操
を
変
え
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
権
力
や
武
力
に
よ
る
お
ど
し
で
も
志
を
ま
げ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う

な
人
を
こ
そ
一
人
前
の
立
派
な
男
子
と
言
う
の
で
あ
る
。
》

百
姓
﹇
ひ
ゃ
く
せ
い
﹈

34

人
民
。
民
衆
。
日
本
語
の
農
民
を
表
す
「
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
」
で
は
な
い
。
ま
さ
し
く
百
の
「
姓
」
の
こ
と
。

中
国
人
の
姓
は
一
文
字
が
多
い
の
で
、
日
本
に
比
べ
る
と
「
姓
」
の
種
類
が
非
常
に
少
な
い
。

百
姓
不
ン
バ

レ

足
ラ

、
君
孰
ト

与
ニ
カ

足
ラ
ン

。（
論
語
）

〈
百
姓
足
ら
ず
ん
ば
君
孰
と
与
に
か
足
ら
ん
。
〉

た
れ

と
も

《
人
民
が
十
分
で
な
い
の
に
、
殿
様
は
誰
と
一
緒
に
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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三

名
詞

人
称
（
一
）

の
１

(2)

己
﹇
お
の
れ
﹈

35

自
分
、
自
己
。

己
ノ

所
ハ

レ

不
ル
レ

欲
セ

、
勿
レ
カ
レ

施
レ
ス
コ
ト

人
ニ

。（
論
語
）

〈

己

の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に

施

す
こ
と
勿
か
れ
。
〉

お
の
れ

ほ
ど
こ

な

《
自
分
の
望
ま
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
も
し
て
は
い
け
な
い
。
》

寡
人
﹇
か
じ
ん
﹈

36

諸
侯
の
自
称
。
徳
の
少
な
い
人
の
意
。
「
孤
」
も
同
様
に
用
い
ら
れ
る
。
自
分
・
私
。

諸
侯
見
二
ユ
ル
ニ

天
子
ニ

一

曰
ヒ

二

臣
某
侯
某
ト

一

、
其
ノ

与
レ

民
言
フ
ヤ

、
自
ラ

称
シ
テ

曰
フ

二

寡
人
ト

一

。（
礼
記
）

〈
諸
侯
天
子
に
見
ゆ
る
に
臣
某
侯
某
と
曰
ひ
、
其
の
民
と
言
ふ
や
、

自

ら
称
し
て
寡
人
と
曰
ふ
。
〉

ま
み

み
づ
か

か

じ

ん

《
諸
侯
が
天
子
に
お
目
に
か
か
る
と
自
分
の
こ
と
を
「
臣
な
に
が
し
、
侯
な
に
が
し
」
と
言
い
、
人
民
に

対
し
て
は
、
寡
人
と
言
う
。
》

孤
﹇
こ
﹈

37

王
侯
の
自
称
。
字
の
本
来
の
意
味
は
孤
児
。
自
分
・
私
。

侯
王
ハ

自
ラ

謂
フ

二

孤
寡
不
穀
ト

一

。（
荘
子
）

〈
侯
王
は

自

ら
孤
寡
不
穀
と
謂
ふ
。
〉

み
づ
か

こ

か

ふ

こ

く

《
侯
王
は
自
分
の
こ
と
を
孤
（
み
な
し
ご
）
寡
（
や
も
め
）
不
穀
（
し
も
べ
）
と
呼
ん
で
へ
り
く
だ
る
の
だ
。
》

- 36 -

三

名
詞

人
称
（
一
）

の
２

(2)

妾
﹇
し
ょ
う
﹈

38

婦
人
の
へ
り
く
だ
っ
た
自
称
。

妾
ガ

顔
未
ダ
ル
ニ

レ

改
マ
ラ

君
ガ

心
改
マ
ル

。（
白
居
易
・
太
行
路
）

〈

妾

が
顔
未
だ
改
ま
ら
ざ
る
に
君
が
心
改
ま
る
。
〉

し
ょ
う

《
私
の
容
色
は
ま
だ
衰
え
て
は
い
な
い
の
に
、
君
は
心
変
わ
り
を
し
て
し
ま
っ
た
。
》

朕
﹇
ち
ん
﹈

39

自
分
。
私
。
古
代
の
一
人
称
代
名
詞
。
秦
の
始
皇
帝
が
天
子
の
自
称
と
す
る
こ
と
に
定
め
て
か
ら
、
天

子
専
用
の
一
人
称
と
な
っ
た
。
日
本
で
こ
の
一
人
称
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
天
皇
だ
け
で
あ
る
。

万
方
ニ

有
ラ
バ

レ

罪
、
罪
ハ

在
リ

二

朕
ガ

躬
ニ

一

。（
論
語
）

〈
万
方
に
罪
有
ら
ば
、
罪
は
朕
が
躬
に
在
り
。
〉

ば
ん
ほ
う

ち
ん

み

あ

《
あ
ち
こ
ち
の
人
民
た
ち
が
罪
を
犯
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
罪
は
私
の
身
に
帰
し
ま
す
。
》

予
・
余
﹇
よ
﹈

40

自
分
・
私
。

百
姓
有
レ
ラ
バ

過
チ

、
在
リ

二

予
一
人
ニ

一

。（
論
語
）

〈
百

姓

過

ち
有
ら
ば
、
予
一
人
に
在
り
。
〉

ひ
ゃ
く
せ
い
あ
や
ま

い
ち
に
ん

《
民
に
過
ち
が
あ
れ
ば
、
（
そ
の
責
任
は
）
私
一
人
に
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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三

名
詞

人
称
（
二
）

の
１

(3)

子
﹇
し
﹈

41

男
子
の
敬
称
。
先
生
の
意
。
呼
び
掛
け
と
し
て
使
う
と
き
は
、「
あ
な
た
」
と
い
う
丁
寧
な
言
い
方
に
な
る
。

或
ヒ
ト

謂
二
ヒ
テ

孔
子
ニ

一

曰
ク

、「
子
奚
ゾ

不
レ
ル
ト

為
サ

レ

政
ヲ

。
」（
論
語
）

〈
或
ひ
と
孔
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
子
奚
ぞ
政
を
為
さ
ざ
る
。
」
と
。
〉

あ
る

な
ん

《
あ
る
人
が
孔
子
に
向
か
っ
て
言
う
に
は
、
「
先
生
は
ど
う
し
て
政
治
を
担
当
さ
れ
な
い
で
（
そ
ん
な
に
引

っ
込
ん
で
い
ら
れ
る
の
で
す
か
）
。
」
と
。
》

小
子
﹇
し
ょ
う
し
﹈

42

お
ま
え
た
ち
。
弟
子
に
対
す
る
呼
び
掛
け
。

夫
子
曰
ク

、「
小
子
識
セ

レ

之
ヲ

。
苛
政
ハ

猛
二

於
虎
ヨ
リ
モ

一

也
ト

。
」（
礼
記
）

〈
夫
子
曰
く
、
「
小
子
之
を
識
せ
。
苛
政
は
虎
よ
り
も
猛
な
り
。
」
と
。
〉

ふ

う

し

し
ょ
う
し
こ
れ

し
る

か

せ

い

も
う

《
先
生
（
孔
子
）
が
言
わ
れ
た
、「
お
ま
え
た
ち
、
よ
く
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
む
ご
い
政
治
と
い
う
も
の
は
、

虎
よ
り
も
恐
ろ
し
い
も
の
だ
。
」
と
。
》

足
下
﹇
そ
っ
か
﹈

43

あ
し
も
と
。
人
に
対
す
る
敬
称
。
貴
下
。

再
拝
シ

献
ズ

二

大
王
ノ

足
下
ニ

一

。（
史
記
）

〈
再
拝
し
大
王
の
足
下
に
献
ず
。
〉

そ

っ

か

《
再
拝
し
て
大
王
様
に
献
上
い
た
し
ま
す
。
》

- 38 -

三

名
詞

人
称
（
二
）

の
２

(3)

女
・
若
・
爾
・
汝
・
乃
・
而
﹇
な
ん
ぢ
﹈

44

お
ま
え
。
君
。

子
謂
ヒ
テ

子
貢
ニ

曰
ク

、「
女
ト

与
レ

回
也
孰
レ
カ

愈
レ
ル
ト

。」（
論
語
）

〈
子
、
子
貢
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「

女

と
回
と
孰
れ
か
愈
れ
る
。
」
と
。
〉

な
ん
ぢ

か
い

い
づ

ま
さ

《
孔
子
が
子
頁
に
向
か
っ
て
言
わ
れ
た
、
「
お
ま
え
と
回
と
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
。
」
と
。
》

二
三
子
﹇
に
さ
ん
し
﹈

45

諸
君
。
お
ま
え
た
ち
。
弟
子
に
よ
び
か
け
る
語
。

子
曰
ク

、「
二
三
子
、
偃
之
言
是
也
。
前
言
ハ

戯
レ
レ
シ

之
ニ

耳
。
」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
二
三
子
、
偃
の
言
是
な
り
。
前
言
は
之
に

戯

れ
し
の
み
。
」
〉

え
ん

ぜ

た
は
む

《
諸
君
、
偃
の
言
葉
は
正
し
い
。
さ
っ
き
言
っ
た
の
は
か
ら
か
っ
た
だ
け
だ
。
》

陛
下
﹇
へ
い
か
﹈

46

天
子
の
敬
称
。

陛
下
ハ

所
謂
天
授
ニ
シ
テ

、
非
二
ザ
ル

人
力
ニ

一

也
。（
十
八
史
略
）

〈
陛
下
は
所
謂
天
授
に
し
て
、
人
力
に
非
ざ
る
な
り
。
〉

い
は
ゆ
る

《
陛
下
（
の
能
力
）
は
世
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
天
か
ら
の
授
か
り
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
わ
ざ
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

呼
称

の
１

(4)

字
﹇
あ
ざ
な
﹈

47

中
国
人
は
姓
名
の
他
に
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
呼
び
名
と
し
て
字
と
い
う
も
の
を
つ
け
る
。
名
は

本
人
が
用
い
、
他
人
を
呼
ぶ
と
き
に
は
字
を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
有
名
な
詩
人
の
例
を
挙
げ
る
と
、

杜
甫
、
字
は
子
美
、
し
た
が
っ
て
杜
子
美
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
。

孔
子
名
ハ

丘
、
字
ハ

仲
尼
。
父
ヲ

曰
フ

二

叔
梁
紇
ト

一

。
（
十
八
史
略
）

〈
孔
子
名
は

丘

、

字

は
仲
尼
。
父
を
叔

梁

紇
と
曰
ふ
。
〉

き
ゅ
う

あ
ざ
な

ち
ゅ
う
じ

し
ゅ
く
り
ょ
う
こ
つ

《
孔
子
は
名
は
丘
、
字
は
仲
尼
と
い
っ
た
。
父
は
叔
梁
紇
と
い
う
名
で
あ
る
。
》

諱
﹇
い
み
な
﹈

48

死
者
の
生
前
の
本
名
。
死
ん
で
か
ら
は
諡
（
お
く
り
な
）
で
呼
ぶ
べ
き
で
、
名
は
忌
む
の
で
、
「
忌
み
名
」

の
意
で
あ
る
。

入
リ
テ

レ

門
ニ

而
問
フ

レ

諱
ヲ

。（
礼
記
）

〈
門
に
入
り
て

諱

を
問
ふ
。
〉

い
み
な

《
門
に
入
っ
て
、
諱
を
た
ず
ね
る
。
》

- 40 -

三

名
詞

呼
称

の
２

(4)

諡
﹇
お
く
り
な
﹈

49

死
者
の
生
前
の
業
績
を
称
え
て
つ
け
る
名
の
こ
と
。
ま
た
、
お
く
り
な
を
つ
け
る
こ
と
。

諡
レ
シ
テ

援
ニ

曰
フ

二

忠
成
侯
ト

一

。（
後
漢
書
）

〈
援
に

諡

し
て
忠

成

侯
と
曰
ふ
。
〉

え
ん

お
く
り
な

ち
ゅ
う
せ
い
こ
う

《
援
に
忠
成
侯
と
い
う
お
く
り
な
を
つ
け
た
。
》

号
﹇
ご
う
﹈

50

雅
号
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
有
名
な
人
物
を
例
に
挙
げ
る
と
、
李
白
、
字
（
あ
ざ
な
）
は
太
白
、
号
は
青
蓮

居
士
（
せ
い
れ
ん
こ
じ
）
。

宅
辺
ニ

有
リ

二

五
柳
樹
一

、
因
リ
テ

以
テ

為
ス

レ

号
ト

焉
。（
陶
淵
明
・
五
柳
先
生
伝
）

〈
宅
辺
に
五
柳
樹
有
り
、
因
り
て
以
て
号
と
為
す
。
〉

よ

ご
う

《
家
の
周
囲
に
五
本
の
柳
の
木
が
あ
る
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
た
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

人
物

の
１

(5)

夷
狄
﹇
い
て
き
﹈

51

中
国
周
辺
の
異
民
族
を
さ
げ
す
ん
で
呼
ぶ
総
称
。
夷
・
蛮
・
戎
・
狄
（
東
夷
・
南
蛮
・
西
戎
・
北
狄
）

の
略
称
。

夷
狄
之
有
ル
ハ

レ

君
、
不
ル

レ

如
カ

二

諸
夏
之
亡
キ
ニ

一

也
。（
論
語
）

〈
夷
狄
の
君
有
る
は
、
諸
夏
の
亡
き
に
如
か
ざ
る
な
り
。
〉

い

て

き

き
み

し

ょ

か

な

し

《
夷
狄
に
君
主
が
あ
っ
て
も
、
中
国
の
君
主
が
い
な
い
の
に
も
及
ば
な
い
。
》

燕
雀
﹇
え
ん
じ
ゃ
く
﹈

52

つ
ば
め
と
、
す
ず
め
。
小
人
物
の
た
と
え
。

燕
雀
ハ

不
レ

知
ラ

二

天
地
之
高
キ
ヲ

一

也
。（
塩
鉄
論
）

〈
燕

雀
は
天
地
の
高
き
を
知
ら
ず
。
〉

え
ん
じ
ゃ
く

《
燕
や
雀
の
よ
う
な
も
の
は
、
天
地
の
広
大
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
》

客
﹇
か
く
﹈

53

ま
ろ
う
ど
。
た
び
び
と
。
い
そ
う
ろ
う
。

客
ニ

有
リ

下

能
ク

為
ス

二

鶏
鳴
ヲ

一

者
上

。（
史
記
）

〈
客
に
能
く
鶏
鳴
を
為
す
者
有
り
。
〉

か
く

よ

け
い
め
い

《
食
客
の
な
か
に
鶏
の
鳴
き
真
似
の
で
き
る
も
の
が
い
た
。
》

- 42 -

三

名
詞

人
物

の
２

(5)

兄
弟
﹇
け
い
て
い
﹈

54

き
ょ
う
だ
い
。
ま
た
、
広
く
他
人
を
親
し
ん
で
呼
ぶ
。
我
国
で
の
普
通
の
読
み
は
「
き
ょ
う
だ
い
」
だ
が
、

こ
れ
は
呉
音
で
、
漢
文
で
は
漢
音
で
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
け
い
て
い
」
と
読
む
。

胡
ハ

兄
弟
之
国
也
。
子
言
レ
フ
ハ

伐
レ
テ
ト

之
ヲ

何
ゾ

也
。（
韓
非
子

）

〈
胡
は
兄
弟
の
国
な
り
。
子
之
を
伐
て
と
言
ふ
は
何
ぞ
や
。
〉

こ

け
い
て
い

し

こ
れ

う

《
胡
は
親
し
み
深
い
（
君
主
間
に
姻
戚
関
係
の
あ
る
）
国
で
あ
る
。
あ
な
た
が
そ
の
国
を
攻
撃
せ
よ
と
い

う
の
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
訳
だ
。
》

鴻
鵠
﹇
こ
う
こ
く
﹈

55

お
お
と
り
。
大
人
物
や
英
雄
の
た
と
え
。

燕
雀
安
ク
ン
ゾ

知
二
ラ
ン

鴻
鵠
之
志
ヲ

一

哉
。（
十
八
史
略
）

〈
燕

雀
安
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の

志

を
知
ら
ん
や
。
〉

え
ん
じ
ゃ
く
い
づ

こ
う
こ
く

こ
こ
ろ
ざ
し

《
燕
や
雀
の
よ
う
な
小
人
物
は
、
ど
う
し
て
鴻
鵠
（
大
き
な
鳥
）
の
よ
う
な
大
人
物
の
志
を
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
、
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

人
物

の
３

(5)

胡
虜
﹇
こ
り
ょ
﹈

56

西
北
の
え
び
す
。
匈
奴
を
さ
す
。
「
虜
」
は
敵
を
の
の
し
る
言
葉
。

何
レ
ノ

日
カ

平
二
ゲ
テ

胡
虜
ヲ
一

良
人
罷
二
メ
ン

遠
征
ヲ

一

（
李
白
・
子
夜
呉
歌
）

〈
何
れ
の
日
か
胡
虜
を

平

げ
て

良

人
遠
征
を
罷
め
ん
。
〉

い
づ

こ

り

ょ

た
ひ
ら

り
ょ
う
じ
ん

や

《
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
え
び
す
ど
も
を
平
定
し
て
夫
は
遠
征
か
ら
帰
っ
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
》

孺
子
﹇
じ
ゅ
し
﹈

57

幼
児
。
こ
ど
も
。
年
若
い
者
や
未
熟
の
者
を
卑
し
ん
で
い
う
言
葉
。

父
去
ル
コ
ト

里
所
、
復
タ

還
リ
テ

曰
ク

、
孺
子
可
シ

レ

教
フ

矣
。（
史
記
）

〈
父
去
る
こ
と
里

所

、
復
た
還
り
て
曰
く
、
孺
子
教
ふ
べ
し
。
〉

ば
か
り

ま

か
へ

じ

ゅ

し

《
老
人
は
一
里
ば
か
り
行
く
と
、
戻
っ
て
き
て
言
っ
た
、
小
僧
、
教
え
が
い
が
あ
り
そ
う
じ
ゃ
な
。
》

聖
人
﹇
せ
い
じ
ん
﹈

58

知
徳
の
優
れ
た
最
高
の
人
格
者
。
ま
た
、
天
子
の
尊
称
。

聖
人
ハ

吾
不
二

得
テ

而
見
一
レ

之
ヲ

矣
。
得
バ

レ

見
二
ル
ヲ

君
子
者
ヲ
一

斯
レ

可
ナ
リ

矣
。（
論
語
）

〈
聖
人
は
吾
得
て
之
を
見
ず
。
君
子
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯
れ
可
な
り
。
〉

え

え

こ

か

《
聖
人
に
は
私
は
あ
う
こ
と
が
で
き
な
い
に
し
て
も
、
君
子
に
あ
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
ま
あ
よ
い
。
》

- 44 -

三

名
詞

人
物

の
４

(5)

壮
子
﹇
そ
う
し
﹈

59

気
力
の
さ
か
ん
な
男
。

壮
士
髪
衝
ク

レ

冠
ヲ

。（
駱
賓
王
・
易
水
送
別
詩
）

〈
壮
士
髪
冠
を
衝
く
。
〉

か
ん

つ

《
壮
士
の
髪
が
（
憤
り
の
た
め
逆
立
っ
て
）
冠
を
突
き
上
げ
る
。
》

弟
子
﹇
て
い
し
﹈

60

年
少
者
。
父
兄
に
対
し
て
言
う
。
門
弟
。
で
し
。
漢
文
は
漢
音
で
読
む
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

「
て
い
し
」
と
読
む
。

弟
子
入
リ
テ
ハ

則
チ

孝
、
出
デ
テ
ハ

則
チ

弟
。（
論
語
）

〈
弟
子
入
り
て
は

則

ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
。
〉

て

い

し

す
な
は

こ
う

て
い

《
世
の
若
者
た
ち
は
、
家
庭
に
あ
っ
て
は
父
母
に
孝
行
を
尽
く
し
、
社
会
に
出
て
は
目
上
に
対
し
従
順
で

あ
り
た
い
。
》

朋
﹇
と
も
﹈

61

と
も
だ
ち
。
同
じ
師
に
つ
く
学
友
。

有
リ

レ

朋
自
リ

二

遠
方
一

来
タ
ル

、
不
二

亦
楽
シ
カ
ラ

一

乎
。（
論
語
）

〈
朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。
〉

と
も

ま
た

《
友
人
が
い
て
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
訪
ね
て
き
て
く
れ
る
、
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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三

名
詞

人
物

の
５

(5)

夫
子
﹇
ふ
う
し
﹈

62

先
生
。
男
子
の
尊
称
。
妻
が
夫
を
呼
ぶ
言
葉
。

夫
子
之
文
章
ハ

、
可
キ

二

得
テ

而
聞
ク

一

也
。
夫
子
之
言
フ
ハ

三

性
ト

与
ヲ

二

天
道
一

、
不
ル

レ

可
カ
ラ

二

得
テ

而
聞
ク

一

也
。（
論
語
）

〈
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く
べ
き
な
り
。
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言
ふ
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
〉

ふ

う

し

え

《
先
生
の
文
章
は
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
人
間
性
と
天
の
道
理
に
つ
い
て
の
先
生
の
議
論
は
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
》

不
肖
﹇
ふ
し
ょ
う
﹈

63

愚
か
者
。
父
祖
に
似
な
い
者
の
意
。
子
が
親
の
喪
に
服
し
て
い
る
と
き
の
自
称
。

丹
朱
ハ

不
肖
ニ
シ
テ

、
舜
之
子
モ

亦
不
肖
ナ
リ

。（
孟
子
）

〈
丹
朱
は
不
肖
に
し
て
、

舜

の
子
も
亦
不
肖
な
り
。
〉

た
ん
し
ゅ

ふ
し
ょ
う

し
ゅ
ん

ま
た

《
（
尭
の
子
の
）
丹
朱
は
愚
か
者
で
あ
り
、
舜
の
子
も
ま
た
、
愚
か
者
で
あ
っ
た
。
》

- 46 -

三

名
詞

君
臣
役
職

の
１

(6)

君
﹇
き
み
﹈

64

君
主
。
主
君
。
二
人
称
と
し
て
使
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
君
主
と
し
て
の
用
法
の
と
き
に
、
日

本
語
の
感
覚
の
二
人
称
で
考
え
て
い
る
と
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
か
ら
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

夷
狄
之
有
レ
ル
ハ

君
、
不
ル

レ

如
カ

二

諸
夏
之
亡
キ
ニ

一

也
。（
論
語
）

〈
夷
狄
の
君
有
る
は
、
諸
夏
の
亡
き
に
如
か
ざ
る
な
り
。
〉

い

て

き

き
み

し

ょ

か

な

し

《
夷
狄
に
君
主
が
あ
っ
て
も
、
中
国
の
君
主
が
い
な
い
の
に
も
及
ば
な
い
。
》

君
子
﹇
く
ん
し
﹈

65

徳
の
高
い
立
派
な
人
。
為
政
者
を
言
う
こ
と
も
あ
る
。

子
曰
ク

、「
君
子
ハ

欲
下
ス
ト

訥
二
ニ
シ
テ

於
言
ニ

一

而
敏
中
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

於
行
ヒ
ニ

上

。（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
君
子
は
言
に
訥
に
し
て
行
ひ
に
敏
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
」
と
。
〉

と
つ

び
ん

《
孔
子
が
言
わ
れ
る
に
は
、
「
君
子
（
立
派
な
人
）
は
口
は
重
く
行
動
は
機
敏
な
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

君
臣
役
職

の
２

(6)

卿
﹇
け
い
﹈

66

本
来
は
、
臣
下
の
中
で
大
夫
・
士
の
上
に
位
置
す
る
者
。
き
み
・
く
げ
。
執
政
の
大
臣
。
高
位
高
官
者
。

貴
人
。
二
人
称
代
名
詞
と
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

敵
体
相
呼
ン
デ

為
ス

レ

卿
ト

。（
韻
会
）

〈
敵
体
相
呼
ん
で
卿
と
為
す
。
〉

あ
ひ

け
い

《
同
輩
が
互
い
に
卿
と
呼
び
あ
う
。
》

左
右
﹇
さ
ゆ
う
﹈

67

お
そ
ば
の
も
の
。
側
近
。
君
主
の
「
左
」
や
「
右
」
の
近
く
に
い
る
と
こ
ろ
か
ら
。

孟
嘗
君
憂
ヘ
テ

レ

之
ヲ

、
問
フ

二

左
右
ニ

一

。（
史
記
）

〈
孟

嘗

君
之
を
憂
へ
て
、
左
右
に
問
ふ
。
〉

も
う
し
ょ
う
く
ん

う
れ

さ

ゆ

う

《
孟
嘗
君
は
こ
れ
を
心
配
し
て
、
お
そ
ば
の
家
来
に
質
問
し
た
。
》

- 48 -

三

名
詞

君
臣
役
職

の
３

(6)

士
﹇
し
﹈

68

も
と
も
と
は
卿
・
大
夫
と
並
ん
で
、
天
子
や
諸
侯
の
臣
下
の
う
ち
の
最
も
下
に
位
す
る
も
の
。
下
級
の

役
人
や
、
官
吏
の
総
称
と
し
て
も
用
い
る
。
大
夫
と
併
せ
て
士
大
夫
と
い
う
呼
び
方
で
読
書
人
・
知
識
階

級
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
男
子
の
美
称
と
し
て
も
用
い
る
。

士
ハ

不
レ

可
三
カ
ラ

以
テ

不
ル

二

弘
毅
ナ
ラ

一

。（
論
語
）

〈
士
は
以
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
〉

こ

う

き

《
士
た
る
も
の
、
お
お
ら
か
で
強
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
》

上
﹇
し
ょ
う
﹈

69

天
子
。

上
自
リ
二

南
郡
一

由
リ
テ
二

武
関
ヲ

一

帰
ル

。（
史
記
）

〈

上

南
郡
よ
り
武
関
を
由
り
て
帰
る
。
〉

し
ょ
う

よ

《
天
子
は
南
郡
か
ら
武
関
を
経
由
し
て
帰
っ
た
。
》

丞
相
﹇
じ
ょ
う
し
ょ
う
﹈

70

宰
相
。
総
理
大
臣
。
天
子
を
助
け
て
政
治
を
行
う
最
高
の
官
。

弘
病
ミ

、
竟
ニ

以
テ

二

丞
相
ヲ

一

終
ハ
ル

。（
史
記
）

〈
弘
病
み
、
竟
に
丞

相
を
以
て
終
は
る
。
〉

つ
ひ

じ
ょ
う
し
ょ
う

《
弘
は
病
気
に
な
り
、
結
局
丞
相
の
身
分
で
一
生
を
終
わ
っ
た
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

君
臣
役
職

の
４

(6)

小
人
﹇
し
ょ
う
じ
ん
﹈

71

つ
ま
ら
な
い
人
間
。
と
る
に
た
り
な
い
人
間
。
君
子
の
対
。

子
夏
曰
ク

、「
小
人
之
過
ツ

也
、
必
ズ

文
ル

。
」（
論
語
）

〈
子
夏
曰
く
、
「
小

人
の

過

つ
や
、
必
ず
文
る
。
」
〉

し
ょ
う
じ
ん

あ
や
ま

か
ざ

《
つ
ま
ら
な
い
人
間
は
、
あ
や
ま
ち
を
す
る
と
、
必
ず
言
い
訳
を
す
る
。
》

臣
﹇
し
ん
﹈

72

臣
下
、
家
来
。
ま
た
、
私
。
一
人
称
、
謙
遜
し
て
言
う
。

臣
少
キ
ヨ
リ

好
メ
リ

レ

相
ス
ル
ヲ

レ

人
ヲ

。（
史
記
）

〈
臣
少
き
よ
り
人
を
相
す
る
を
好
め
り
。
〉

し
ん
わ
か

そ
う

《
わ
た
く
し
は
若
い
と
き
か
ら
人
の
人
相
を
見
る
の
が
好
き
で
し
た
。
》

大
夫
﹇
た
い
ふ
﹈

73

卿
・
大
夫
・
士
と
三
者
並
べ
て
天
子
や
諸
侯
の
臣
下
を
言
う
。
広
く
官
職
の
あ
る
も
の
に
対
す
る
尊
称

と
し
て
も
用
い
る
。
士
大
夫
と
い
う
呼
び
方
で
、
読
書
人
・
知
識
階
級
を
指
す
こ
と
も
多
い
。

居
ル

二

是
ノ

邦
ニ

一

也
、
事
ヘ

二

其
ノ

大
夫
之
賢
ナ
ル

者
ニ

一

、
友
二
ト
セ
ヨ

其
ノ

士
之
仁
ナ
ル

者
ヲ

一

也
。（
論
語
）

〈
是
の
邦
に
居
る
や
、
其
の
大
夫
の
賢
な
る
者
に
事
へ
、
其
の
士
の
仁
な
る
者
を
友
と
せ
よ
。
〉

こ

を

た

い

ふ

つ
か

《
あ
る
国
に
い
る
と
し
て
、
そ
こ
の
重
臣
の
な
か
の
優
れ
た
人
に
仕
え
、
（
若
い
）
士
の
中
で
は
仁
の
徳
の

あ
る
も
の
を
友
達
に
し
な
さ
い
。
》

- 50 -

三

名
詞

君
臣
役
職

の
５

(6)

天
子
﹇
て
ん
し
﹈

74

天
下
全
体
の
君
主
。
天
帝
の
子
の
意
。
中
国
の
皇
帝
を
こ
う
呼
ぶ
。
「
天
使
（a

n
g
e
l

）
」
で
は
な
い
。
。

天
子
ハ

無
シ

二

戯
言
一

。（
柳
宗
元
・
桐
葉
封
レ

弟
辯
）

〈
天
子
は
戯
言
無
し
。
〉

ぎ

げ
ん

《
天
子
は
戯
れ
の
冗
談
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
》

天
帝
﹇
て
ん
て
い
﹈

75

宇
宙
を
支
配
す
る
神
。
造
物
主
。

天
帝
使
ム
三

我
ヲ
シ
テ

長
二
タ
ラ

百
獣
ニ

一

。（
戦
国
策
）

〈
天
帝
我
を
し
て
百
獣
に
長
た
ら
し
む
。
〉

《
天
帝
が
私
を
百
獣
の
王
に
な
ら
せ
て
い
る
。
》

布
衣
﹇
ふ
い
﹈

76

官
位
の
な
い
人
。
平
民
、
庶
民
。

臣
ハ

本
布
衣
ニ
シ
テ

、

躬
ラ

耕
ス

二

於
南
陽
ニ

一

。
（
諸
葛
亮
・
出
師
表
）

〈
臣
は
本
布
衣
に
し
て
、

躬

ら
南
陽
に
耕
す
。
〉

し
ん

も
と

ふ

い

み
づ
か

《
私
は
も
と
も
と
無
位
無
官
で
、
南
陽
の
地
で
自
分
で
畑
を
耕
し
て
い
ま
し
た
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

一
般

の
１

(7)

朝
﹇
あ
し
た
﹈

77

あ
さ
。
翌
日
で
は
な
い
。

朝
ニ

聞
レ
カ
バ

道
ヲ

、
夕
ニ

死
ス
ト
モ

可
ナ
リ

矣
。（
論
語
）

〈

朝

に
道
を
聞
か
ば
、

夕

に
死
す
と
も
可
な
り
。
〉

あ
し
た

ゆ
ふ
べ

《
も
し
も
朝
に
人
の
踏
み
行
う
べ
き
道
を
聞
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
で
き
た
な
ら
、
そ
の
夕

方
に
は
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
。
》

苛
政
﹇
か
せ
い
﹈

78

厳
し
い
政
治
。
税
金
、
刑
罰
な
ど
が
人
民
に
と
っ
て
酷
で
あ
る
政
治
。

苛
政
ハ

猛
二

於
虎
ヨ
リ
モ

一

也
。（
礼
記
）

〈
苛
政
は
虎
よ
り
も
猛
な
り
。
〉

か

せ

い

も
う

《
（
税
金
の
重
い
）
む
ご
い
政
治
は
虎
よ
り
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。
》

京
師
﹇
け
い
し
﹈

79

み
や
こ
。

公
如
ク

二

京
師
ニ

一

。
（
春
秋
）

〈
公
京
師
に
如
く
。
〉

け

い

し

ゆ

《
公
が
都
に
行
か
れ
た
。
》

- 52 -

三

名
詞

一
般

の
２

(7)

逆
旅
﹇
げ
き
り
ょ
﹈

80

や
ど
や
。
旅
館
。
旅
人
を
迎
え
る
意
。
「
逆
」
の
読
み
が
「
ぎ
ゃ
く
」
で
な
く
「
げ
き
」
な
の
は
漢
音
で

読
む
た
め
。

陽
子
之
キ

レ

宋
ニ

、
宿
ル

二

於
逆
旅
ニ

一

。（
荘
子
）

〈
陽
子
宋
に
之
き
、
逆
旅
に
宿
る
。
〉

ゆ

げ
き
り
ょ

《
陽
子
が
宋
の
国
に
出
か
け
、
宿
屋
に
泊
ま
っ
た
。
》

乾
坤
﹇
け
ん
こ
ん
﹈

81

天
地
。
乾
が
天
、
坤
が
地
。

呉
楚
東
南
ニ坼

ケ

乾
坤
日
夜
浮
カ
ブ

（
杜
甫
・
登
二

岳
陽
楼
一

）

〈
呉
楚
東
南
に坼

け

乾
坤
日
夜
浮
か
ぶ
〉

ご

そ

さ

け
ん
こ
ん

《
（
こ
の
湖
に
よ
っ
て
）
呉
は
南
に
、
楚
は
東
に
分
け
ら
れ
、
（
果
て
し
な
く
広
が
る
水
面
に
は
）
夜
も
昼

も
天
地
の
万
物
が
影
を
浮
か
べ
て
い
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

三

名
詞

一
般

の
３

(7)

孝
﹇
こ
う
﹈

82

祖
先
に
よ
く
仕
え
る
こ
と
。
父
母
を
敬
愛
し
、
仕
え
る
こ
と
。

三
年
無
レ
キ
ハ

改
二
ム
ル

於
父
之
道
ヲ

一

、
可
シ

レ

謂
フ

レ

孝
ト

矣
。（
論
語
）

〈
三
年
父
の
道
を
改
む
る
無
き
は
、
孝
と
謂
ふ
べ
し
。
〉

こ
う

《
（
父
が
死
ん
で
か
ら
）
三
年
の
間
父
の
や
り
方
を
変
え
な
い
も
の
は
孝
行
者
と
判
断
し
て
よ
い
。
》

光
陰
﹇
こ
う
い
ん
﹈

83

時
間
、
年
月
。

光
陰
者
、
百
代
之
過
客
ナ
リ

。（
李
白
・
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
）

〈
光
陰
は
、
百
代
の
過
客
な
り
。
〉

こ
う
い
ん

は
く
た
い

か

か

く

《
時
間
は
永
遠
の
旅
人
で
あ
る
。
》

恒
産
﹇
こ
う
さ
ん
﹈

84

一
定
の
生
活
手
段
。
な
り
わ
い
、
生
業
。

若
レ
キ
ハ

民
ノ

、
則
チ

無
二
ケ
レ
バ

恒
産
一

因
リ
テ

無
シ

二

恒
心
一

。（
孟
子
）

〈
民
の
若
き
は
、

則

ち
恒
産
無
け
れ
ば
恒
心
無
し
。
〉

ご
と

す
な
は

こ
う
さ
ん

こ
う
し
ん

《
一
般
の
民
衆
は
き
ま
っ
た
生
業
が
な
け
れ
ば
、
一
定
不
変
の
道
徳
心
も
持
ち
よ
う
が
な
い
。
》

- 54 -

三

名
詞

一
般

の
４

(7)

恒
心
﹇
こ
う
し
ん
﹈

85

一
定
不
変
の
道
徳
心
。

社
稷
﹇
し
ゃ
し
ょ
く
﹈

86

土
地
の
神
と
五
穀
の
神
。
国
家
の
最
も
重
要
な
守
り
神
。
転
じ
て
国
家
。

有
リ

二

民
人
一

焉
、
有
リ

二

社
稷
一

焉
。（
論
語
）

〈
民
人
有
り
、
社

稷
有
り
。
〉

し
ゃ
し
ょ
く

《
人
民
も
い
る
し
、
社
稷
も
あ
る
。
》

城
﹇
し
ろ
﹈

87

都
市
を
取
り
囲
ん
だ
壁
の
こ
と
。
内
城
を
城
、
外
城
を
郭
と
い
う
。
転
じ
て
ま
ち
。
日
本
の
大
名
の
住

ん
で
い
る
城
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
。

願
ハ
ク
ハ

以
テ

二

十
五
城
ヲ

一

請
フ

レ

易
レ
ヘ
ン
コ
ト
ヲ

璧
ニ

。（
史
記
）

〈
願
は
く
は
十
五
城
を
以
て
璧
に
易
へ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
〉

へ
き

か

こ

《
ど
う
か
十
五
城
（
ま
ち
）
と
璧
を
交
換
し
て
ほ
し
い
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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三

名
詞

一
般

の
５

(7)

人
間
﹇
じ
ん
か
ん
﹈

88

世
間
。
世
の
中
。
日
本
語
の
人
間
（h

u
m
a
n
b
e
i
n
g

）
と
は
違
う
。

願
ハ
ク
ハ

棄
二
テ
ン

人
間
ノ

事
ヲ

一

。（
史
記
）

〈
願
は
く
は
人
間
の
事
を
棄
て
ん
。
〉

じ
ん
か
ん

《
俗
世
間
の
こ
と
は
打
ち
捨
て
た
い
も
の
だ
。
》

為
レ

人
﹇
ひ
と
と
な
り
﹈

89

人
柄
。
性
質
。

荊
軻
雖
モ
レ

游
二
ブ
ト

於
酒
人
ト

一

乎
、
然
レ
ド
モ

其
ノ

為
リ

レ

人
ト

沈
深
好
ム

レ

書
ヲ

。（
史
記
）

〈
荊
軻
酒
人
と
游
ぶ
と

雖

も
、
然
れ
ど
も
其
の
人
と
為
り
沈
深
書
を
好
む
。
〉

け

い

か

あ
そ

い
へ
ど

し
か

ひ
と

な

《
荊
軻
は
酒
飲
み
と
交
際
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
人
柄
は
沈
着
で
読
書
を
好
む
。
》

邑
﹇
ゆ
う
﹈

90

み
や
こ
。
く
に
。
む
ら
。

二
年
成
ス
レ

邑
ヲ

。（
史
記
）

〈
二
年
邑
を
成
す
。
〉

ゆ
う

《
二
年
た
つ
と
、
む
ら
が
成
立
し
た
。
》

- 56 -

四

動
詞

の
１

遊
﹇
あ
そ
ブ
﹈

91

で
か
け
る
。
ま
じ
わ
る
。
た
わ
む
れ
る
。
「
遊
学
・
遊
説
」
等
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
の
「
あ

そ
ぶ
」
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。

遊
ブ

二

於
聖
人
之
門
ニ

一

。（
戦
国
策
）

〈
聖
人
の
門
に
遊
ぶ
。
〉

あ
そ

《
聖
人
の
門
下
生
と
な
っ
て
学
問
を
し
に
行
く
。
》

中
﹇
あ
た
ル
・
あ
ツ
﹈

92

あ
た
る
。
あ
て
る
。
的
中
す
る
。

子
曰
ク

、
夫
ノ

人
不
レ

言
ハ

、
言
ヘ
バ

必
ズ

有
レ
リ
ト

中
ル

。（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
夫
の
人
言
は
ず
、
言
へ
ば
必
ず
中
る
有
り
と
。
〉

か

あ
た

《
孔
子
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
「
あ
の
男
は
め
っ
た
に
も
の
を
言
わ
な
い
が
、
言
え
ば
必
ず
的
を
得
て
い
る

の
だ
。
」
と
。
》

過
﹇
あ
や
ま
ツ
﹈

93

あ
や
ま
ち
、
ま
ち
が
え
る
。
し
く
じ
る
。

過
チ
テ

而
不
ル

レ

改
メ

、
是
ヲ

謂
フ

レ

過
チ
ト

矣
。（
論
語
）

〈

過

ち
て
改
め
ざ
る
、
是
を

過

ち
と
謂
ふ
。
〉

あ
や
ま

こ
れ

あ
や
ま

《
過
ち
を
し
て
も
改
め
な
い
、
こ
れ
こ
そ
過
ち
と
い
う
も
の
だ
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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四

動
詞

の
２

更
﹇
あ
ら
た
ム
﹈

94

あ
ら
た
め
る
。
変
え
る
。

子
能
ク

更
レ
メ
バ

鳴
ヲ

可
ナ
ラ
ン

矣
。（
説
苑
）

〈
子
能
く
鳴
を

更

め
ば
可
な
ら
ん
。
〉

し

よ

あ
ら
た

《
あ
な
た
は
鳴
き
声
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
》

諫
﹇
い
さ
ム
﹈

95

い
さ
め
る
。
忠
告
す
る
。
直
言
し
て
目
上
の
者
の
悪
事
を
や
め
さ
せ
る
。

孔
子
曰
ク

「
忠
臣
之
諫
レ
ム
ル
ニ

君
ヲ

有
二
リ
ト

五
義
一

焉
。
」（
孔
子
家
語
）

〈
孔
子
曰
く
「
忠
臣
の
君
を
諫
む
る
に
五
義
有
り
。
」
と
。
〉

き
み

い
さ

《
孔
子
が
言
わ
れ
た
「
忠
臣
が
君
主
を
諫
め
る
に
は
五
つ
の
意
味
が
あ
る
。
」
と
。
》

詣
﹇
い
た
ル
﹈

96

ゆ
く
。
訪
れ
る
。
到
着
す
る
。

陳
太
丘
詣
ル

二

荀
朗
陵
ニ

一

。（
世
説
新
語
）

〈
陳
太
丘
荀

朗

陵
に
詣
る
。
〉

じ
ゅ
ん
ろ
う
り
ょ
う

い
た

《
陳
太
丘
が
荀
朗
陵
を
訪
れ
た
。
》

- 58 -

四

動
詞

の
３

曰
﹇
い
フ
・
い
は
ク
﹈

97

〜
が
言
う
に
は
。
言
う
こ
と
に
は
。

子
曰
ク

「
過
チ
テ
ハ

則
チ

勿
レ
カ
レ
ト

憚
レ
ル
コ
ト

改
ム
ル
ニ

。」（
論
語
）

〈
子
曰
く
「

過

ち
て
は

則

ち
改
む
る
に

憚

る
こ
と
勿
か
れ
。
」
と
。
〉

あ
や
ま

す
な
は

は
ば
か

な

《
孔
子
が
言
う
に
は
、
「
過
失
が
あ
っ
た
ら
速
や
か
に
改
め
る
の
が
よ
い
。
」
と
。
》

云
﹇
い
フ
﹈

98

言
う
。

牢
曰
ハ
ク

、「
子
云
フ

、『
吾
不
レ

試
ヒ
ラ
レ

。
故
ニ

芸
ア
リ
ト

。
』
」（
論
語
）

〈
牢
曰
は
く
、
「
子
云
ふ
、
『
吾
試
ひ
ら
れ
ず
。
故
に
芸
あ
り
。
』
と
。
」
〉

ろ
う

し

も
ち

《
牢
が
言
う
に
は
、
「
先
生
が
『
わ
た
し
は
世
の
中
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
多
芸
に
な
っ
た
の
だ
。
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
」
》

以
為
﹇
お
も
ヘ
ラ
ク
﹈

99

思
う
こ
と
に
は
。
〜
と
思
う
、
考
え
る
。

以
為
ヘ
ラ
ク

畏
レ
ル
ル

狐
ヲ

也
ト

。（
戦
国
策
）

〈
以
為
へ
ら
く
狐
を
畏
る
る
な
り
と
。
〉

お

も

お
そ

《
狐
を
恐
れ
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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四

動
詞

の
４

居
﹇
お
ル
コ
ト
﹈

100

〜
た
っ
て
。
経
過
し
て
。

居
ル
コ
ト

数
日
、
項
羽
引
レ
キ
テ

兵
ヲ

西
シ

、
屠
リ

二

咸
陽
ヲ

一

、
殺
シ
二

秦
ノ

降
王
子
嬰
ヲ

一

、
焼
ク

二

秦
ノ

宮

室
ヲ

一

。（
史
記
）

〈
居
る
こ
と
数
日
、
項
羽
兵
を
引
き
て
西
し
、
咸
陽
を
屠
り
、
秦
の
降
王
子
嬰
を
殺
し
、
秦
の
宮
室
を
焼
く
。
〉

お

か
ん
よ
う

ほ
ふ

し

え

い

《
数
日
た
っ
て
、
項
羽
は
兵
を
率
い
て
西
に
向
か
い
、
咸
陽
を
攻
め
滅
ぼ
し
秦
の
降
伏
し
た
王
の
子
嬰
を

殺
し
、
秦
の
宮
殿
を
焼
き
払
っ
た
。
》

膾
炙
﹇
か
い
し
ゃ
ス
﹈

101

な
ま
す
と
、
あ
ぶ
り
に
く
。
人
々
の
口
に
の
ぼ
り
、
も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
。

有
下
リ
テ

遊
二
ブ
ノ

芳
野
ニ

一

詩
十
数
首
上

、
頗
ル

膾
二

炙
セ
リ

人
口
ニ

一

。（
近
世
先
哲
叢
談
）

〈
芳
野
に
遊
ぶ
の
詩
十
数
首
有
り
て
、

頗

る
人
口
に
膾
炙
せ
り
。
〉

す
こ
ぶ

か
い
し
ゃ

《
芳
野
山
に
遊
ぶ
詩
十
数
首
あ
っ
て
か
な
り
人
に
知
ら
れ
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
》

- 60 -

四

動
詞

の
５

叩
頭
﹇
こ
う
と
う
ス
﹈

102

ぬ
か
ず
く
。
頭
を
地
に
た
た
き
つ
け
て
お
じ
ぎ
を
す
る
。

叩
頭
シ
テ

請
フ

レ

罪
ヲ

。（
皇
朝
史
略
）

〈
叩
頭
し
て
罪
を
請
ふ
。
〉

こ
う
と
う

こ

《
額
を
地
に
つ
け
て
お
じ
ぎ
を
し
て
自
分
の
罪
を
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
。
》

対
﹇
こ
た
フ
﹈

103

お
答
え
す
る
。
主
と
し
て
、
目
下
の
者
が
目
上
の
者
に
対
し
て
返
答
す
る
と
き
に
用
い
る
。

子
曰
ク

、「
賜
也
、
女
以
テ

レ

予
ヲ

為
ス

二

多
ク

学
ビ

而
識
ル

レ

之
ヲ

者
ト

一

与
ト

。」
対
ヘ
テ

曰
ク

、「
然
リ

。

非
与
ト

。
」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
賜
や
、

女

予
を
以
て
多
く
学
び
て
之
を
識
る
者
と
為
す
か
。
」
と
。
対
へ
て
曰
く
、
「
然
り
。

し

し

な
ん
ぢ

よ

し

な

し
か

非
か
。
」
と
。
〉

《
孔
子
が
言
わ
れ
る
に
は
、
「
賜
よ
、
お
前
は
私
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
そ
れ
を
お
ぼ
え
て
い
る
者
だ

と
思
っ
て
い
る
の
か
。
」
と
。
お
答
え
し
て
言
う
に
は
、
「
そ
う
で
す
。
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
か
。
」
と
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード



- 61 -

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

四

動
詞

の
６

弑
﹇
し
い
ス
﹈

104

殺
す
。
目
下
の
者
が
目
上
の
者
を
殺
す
と
き
に
用
い
る
。

以
テ

レ

臣
ヲ

弑
ス

レ

君
ヲ

、
可
レ
ケ
ン

謂
フ

レ

仁
ト

乎
。（
十
八
史
略
）

〈
臣
を
以
て
君
を
弑
す
、
仁
と
謂
ふ
べ
け
ん
や
。
〉

き
み

し
い

じ
ん

《
臣
下
の
身
分
で
君
主
を
殺
す
こ
と
は
、
仁
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
》

除
﹇
じ
ょ
ス
﹈

105

新
し
い
官
職
に
就
け
る
。

尋
イ
デ

蒙
リ

二

国
恩
ヲ

一

、
除
ス

二

臣
ヲ

洗
馬
ニ

一

。（
李
密
・
陳
情
表
）

〈
尋
い
で
国
恩
を

蒙

り
、
臣
を
洗
馬
に
除
す
。
〉

つ

か
う
む

し
ん

せ

ん

ば

じ
ょ

《
つ
い
で
国
恩
を
こ
う
む
り
、
私
を
洗
馬
の
官
に
任
命
さ
れ
た
。
》

前
﹇
す
す
ム
﹈

106

進
む
。
前
へ
出
る
。

若
入
リ

前
ミ
テ

為
セ

レ

寿
ヲ

。（
史
記
）

〈

若

入
り
前
み
て
寿
を
為
せ
。
〉

な
ん
ぢ

す
す

じ
ゅ

な

《
お
前
は
中
に
入
り
前
に
進
み
出
て
、
（
沛
公
の
）
健
康
を
祝
福
せ
よ
。
》

- 62 -

四

動
詞

の
７

賜
﹇
た
ま
フ
﹈

107

与
え
る
。
目
上
の
人
が
目
下
の
人
に
物
を
与
え
る
。

坐
二
セ
シ
メ

之
ヲ

堂
下
ニ

一

、
賜
フ

二

僕
妾
之
食
ヲ

一

。（
史
記
）

〈
之
を
堂
下
に
坐
せ
し
め
、
僕

妾
の
食
を
賜
ふ
。
〉

ど

う

か

ざ

ぼ
く
し
ょ
う

た
ま

《
之
（
こ
こ
で
は
張
儀
を
さ
す
）
を
表
座
敷
の
前
の
庭
に
座
ら
せ
、
下
男
下
女
の
食
事
を
与
え
た
。
》

足
﹇
た
ル
﹈

108

〜
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〜
す
る
に
（
す
れ
ば
）
十
分
で
あ
る
。

書
ハ

足
ル

三

以
テ

記
二
ス
ル
ニ

名
姓
ヲ

一

而
已
。（
史
記
）

〈
書
は
以
て
名
姓
を
記
す
る
に
足
る
の
み
。
〉

た

《
文
字
を
書
く
の
は
自
分
の
姓
名
を
書
く
だ
け
で
十
分
な
の
だ
。
》

誅
﹇
ち
ゅ
う
ス
﹈

109

せ
め
る
。
と
が
め
る
。
罪
を
せ
め
て
殺
す
。

将
二
ヰ
テ

義
兵
ヲ

一

行
フ

二

天
誅
ヲ

一

。（
漢
書
）

〈
義
兵
を
将
ゐ
て
天

誅
を
行
ふ
。
〉

ひ
き

て
ん
ち
ゅ
う

《
義
勇
兵
を
引
き
連
れ
て
天
誅
を
行
っ
た
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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四

動
詞

の
８

封
﹇
ほ
う
ズ
﹈

110

領
地
を
与
え
て
諸
侯
と
す
る
。

封
ズ

二

黄
帝
之
後
ヲ

於
蘇
ニ

一

。（
礼
記
）

〈
黄
帝
の
後
を
蘇
に
封
ず
。
〉

の
ち

そ

ほ
う

《
黄
帝
の
子
孫
を
蘇
の
地
の
領
主
と
し
た
。
》

征
﹇
ゆ
ク
﹈

111

行
く
。

日
日
力
メ

征
キ
テ

而
不
レ
ン
バ

已
マ

、
則
チ

無
レ
カ
ラ
ン

所
レ

不
ル

レ

至
ラ

也
。（
慎
思
録
）

〈
日
日

力

め
征
き
て
已
ま
ず
ん
ば
、
則
ち
至
ら
ざ
る
所
無
か
ら
ん
。
〉

つ
と
め

ゆ

や

《
毎
日
毎
日
精
出
し
て
行
っ
て
や
め
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
つ
い
に
は
ど
ん
な
所
に
で
も
到
達
さ
れ
な
い

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
》

説
﹇
よ
ろ
こ
ブ
﹈

112

喜
ぶ
。
「
悦
」
に
同
じ
。

小
人
ハ

難
レ
ク
シ
テ

事
ヘ

而
易
シ

レ

説
バ
シ
メ

也
。
説
レ
バ
シ
ム
ル
ニ

之
ヲ

雖
モ

レ

不
ト
レ

以
レ
テ
セ

道
ヲ

、
説
ブ

也
。（
論
語
）

〈
小
人
は
事
へ
難
く
し
て

説

ば
し
め
易
し
。
之
を
説
ば
し
む
る
に
道
を
以
て
せ
ず
と

雖

も
、
説
ぶ
な
り
。
〉

つ
か

が
た

よ
ろ
こ

や
す

い
へ
ど

《
小
人
に
は
仕
え
に
く
い
が
、
喜
ば
せ
る
の
は
や
さ
し
い
。
喜
ば
せ
る
の
に
道
義
に
よ
ら
な
く
て
も
喜
ぶ
。
》

- 64 -

五

形
容
詞
・
形
容
動
詞

の
１

殆
﹇
あ
や
ふ
シ
﹈

113

あ
ぶ
な
い
。
危
険
で
あ
る
。

知
レ
レ
バ

足
ル
ヲ

不
レ

辱
シ
メ
ア
ラ

、
知
レ
レ
バ

止
マ
ル
ヲ

不
レ

殆
フ
カ
ラ

。（
老
子
）

〈
足
る
を
知
れ
ば

辱

し
め
あ
ら
ず
、
止
ま
る
を
知
れ
ば
殆
ふ
か
ら
ず
。
〉

は
づ
か

あ
や

《
ど
の
程
度
で
満
足
す
べ
き
か
を
知
れ
ば
屈
辱
を
免
れ
、
ど
こ
で
と
ど
ま
る
べ
き
か
を
知
れ
ば
危
険
な
め

に
あ
わ
な
い
。
》

衆
﹇
お
ほ
シ
﹈

114

多
い
。

清
盛
曰
ク

「
彼
ハ

衆
ク

我
ハ

寡
ナ
シ

。
我
且
ラ
ク

避
ケ

二

之
ヲ

四
国
ニ

一

、
以
テ

謀
二
ラ
ン
ト

再
挙
ヲ

一

。
」（
日
本
外
史
）

〈
清
盛
曰
く
、
「
彼
は
衆
く
我
は
寡
な
し
。
我
且
ら
く
之
を
四
国
に
避
け
、
以
て
再
挙
を
謀
ら
ん
。
」
と
。
〉

お
ほ

す
く

し
ば

は
か

《
清
盛
が
言
う
に
は
、「
相
手
は
兵
力
が
多
く
、
吾
が
方
は
兵
力
が
少
な
い
。
私
は
し
ば
ら
く
四
国
に
逃
れ
て
、

再
挙
を
謀
ろ
う
。
」
と
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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五

形
容
詞
・
形
容
動
詞

の
２

難
﹇
か
た
シ
﹈

115

難
し
い
。
〜
し
に
く
い
。

少
年
易
ク
レ

老
イ

学
難
シ

レ

成
リ

。（
朱
子
・
偶
成
）

〈
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
。
〉

や
す

が
た

《
少
年
は
ま
だ
若
い
と
安
心
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
年
を
と
っ
て
し
ま
う
が
、
学
問
は
な
か
な
か
完
成
し
難

い
も
の
で
あ
る
。
》

罔
﹇
く
ら
シ
﹈

116

無
知
な
さ
ま
。
ぼ
ん
や
り
す
る
。

学
ビ
テ

而
不
レ
レ
バ

思
ハ

則
チ

罔
ク

、
思
ヒ
テ

而
不
レ
レ
バ

学
バ

則
チ

殆
シ

。（
論
語
）

〈
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔
く
、
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち

殆

し
。
〉

く
ら

あ
や
ふ

《
学
ん
で
も
考
え
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
理
解
で
き
な
い
。
考
え
て
も
学
ば
な
け
れ
ば
、
確
か
な
も
の
と

な
ら
な
い
。
》

- 66 -

五

形
容
詞
・
形
容
動
詞

の
３

鮮
・
寡
﹇
す
く
ナ
シ
﹈

117

少
な
い
。

巧
言
令
色
、
鮮
ナ
シ

矣
仁
。（
論
語
）

〈
巧
言
令
色
鮮
な
し
仁
。
〉

こ
う
げ
ん
れ
い
し
ょ
く
す
く

《
口
先
だ
け
う
ま
い
こ
と
を
言
っ
た
り
、
う
わ
べ
だ
け
愛
想
よ
く
に
こ
に
こ
し
て
い
る
人
に
は
、
少
な
い

も
の
だ
仁
の
心
は
。
》

工
﹇
た
く
み
ナ
リ
﹈

118

た
く
み
で
あ
る
。
巧
。

帝
工
レ
ニ
シ
テ

書
ニ

善
レ
ク
ス

画
ヲ

。（
南
史
）

〈
帝
書
に

工

に
し
て
画
を
善
く
す
。
〉

た
く
み

《
帝
は
書
が
上
手
で
絵
を
描
く
こ
と
も
達
者
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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五

形
容
詞
・
形
容
動
詞

の
４

碧
﹇
み
ど
り
ナ
リ
﹈

119

あ
お
。
み
ど
り
。
あ
お
み
ど
り
。

江
碧
ニ
シ
テ

鳥
逾
白
ク

山
青
ク
シ
テ

花
欲
ス

レ

然
エ
ン
ト

（
杜
甫
・
絶
句
）

〈
江

碧

に
し
て
鳥

逾

白
く

山
青
く
し
て
花
然
え
ん
と
欲
す
〉

こ
う
み
ど
り

い
よ
い
よ

も

《
江
の
水
は
深
い
緑
色
で
、
そ
の
中
で
鳥
は
ま
す
ま
す
白
く
見
え
、
山
は
青
々
と
し
て
そ
の
中
で
赤
い
花

が
燃
え
る
よ
う
に
咲
い
て
い
る
。
》

易
﹇
や
す
シ
﹈

120

た
や
す
い
。
〜
し
が
ち
で
あ
る
。

子
曰
ク

、「
君
子
ハ

易
レ
ク
シ
テ

事
ヘ

而
難
キ

レ

説
バ
セ

也
ト

」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
君
子
は
事
へ
易
く
し
て

説

ば
せ
難
き
な
り
。
」
と
。
〉

く

ん

し

つ
か

や
す

よ
ろ
こ

が
た

《
孔
子
が
お
っ
し
ゃ
た
「
君
子
は
、
君
主
と
し
て
使
え
る
の
は
や
さ
い
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
喜
悦
を
得

る
の
は
難
し
い
。
」
》

少
﹇
わ
か
シ
﹈

121

若
い
。

管
仲
ハ

少
キ

時
常
ニ

与
二

鮑
叔
牙
一

游
ブ

。（
史
記
）

〈
管
仲
は
少
き
時
常
に
鮑
叔
牙
と
游
ぶ
。
〉

わ
か

ほ
う
し
ゅ
く
が

《
管
仲
は
若
い
頃
、
常
に
鮑
叔
牙
と
交
際
し
て
い
た
。
》

- 68 -

六

副
詞

の
１

挙
﹇
あ
ゲ
テ
﹈

122

全
部
。
こ
ぞ
っ
て
。

挙
レ
ゲ
テ

県
ヲ

蒙
ル

レ

恩
ヲ

。（
後
漢
書
・
孔
奮
伝
）

〈
県
を
挙
げ
て
、
恩
を

蒙

る
。
〉

あ

か
う
む

《
県
じ
ゅ
う
こ
ぞ
っ
て
恩
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。
》

敢
・
肯
﹇
あ
ヘ
テ
﹈

123

思
い
切
っ
て
…
す
る
。
…
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
二
つ
の
「
敢
・
肯
」
は
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
と
き
も
あ
る
が
、
厳
密
に
は
次
の
よ
う
な
区
別

が
あ
る
。

敢
…
あ
え
て
、
押
し
切
っ
て
す
る
。

肯
…
〜
す
る
こ
と
を
望
む
、
承
知
す
る
。

非
ズ

レ

不
二
ル
ニ

敢
ヘ
テ

言
ハ

一

。
乃
チ

不
ル

二

肯
ヘ
テ

言
ハ

一

爾
。（
皇
朝
通
紀
）

〈
敢
へ
て
言
は
ざ
る
に
非
ず
。
乃
ち
肯
へ
て
言
は
ざ
る
の
み
。
〉

あ

あ

《
言
う
勇
気
が
な
い
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
言
う
こ
と
を
望
ま
な
い
の
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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六

副
詞

の
２

新
﹇
あ
ら
タ
ニ
﹈

124

あ
た
ら
し
く
。
〜
し
た
ば
か
り
。
〜
し
て
ま
も
な
い
。

潦
倒
新
タ
ニ

停
ム

濁
酒
ノ

杯
（
杜
甫
・
登
高
）

〈
潦
倒
新
た
に
停
む
濁
酒
の
杯
〉

ろ
う
と
う
あ
ら

と
ど

だ
く
し
ゅ

《
近
ご
ろ
は
老
い
ぼ
れ
て
濁
り
酒
の
杯
を
手
に
す
る
こ
と
さ
え
や
め
て
し
ま
い
、
ま
す
ま
す
な
げ
や
り
な

気
持
ち
に
な
っ
て
い
く
。
》

或
﹇
あ
る
イ
ハ
・
あ
る
ヒ
ト
﹈

125

こ
と
に
よ
っ
た
ら
、
も
し
か
す
る
と
。
あ
る
人
。

馬
之
千
里
ナ
ル

者
ハ

、
一
食
ニ

或
イ
ハ

尽
二
ク
ス

粟
一
石
ヲ
一

。（
韓
愈
・
雑
説
）

〈
馬
の
千
里
な
る
者
は
、
一
食
に
或
い
は
粟
一
石
を
尽
く
す
。
〉

あ
る

ぞ
く

せ
き

《
一
日
に
千
里
も
走
る
よ
う
な
名
馬
だ
と
、
こ
と
に
よ
っ
た
ら
一
食
に
一
石
も
の
穀
物
を
食
べ
尽
く
す
か

も
し
れ
な
い
。
》

聊
﹇
い
さ
さ
カ
﹈

126

ち
ょ
っ
と
、
ひ
と
ま
ず
。
か
り
そ
め
。

聊
カ

復
タ

得
二
タ
リ

此
ノ

生
ヲ

一

。（
陶
淵
明
・
飲
酒
其
七
）

〈

聊

か
復
た
此
の
生
を
得
た
り
。
〉

い
さ
さ

ま

こ

《
な
ん
と
か
ま
あ
あ
る
べ
き
本
来
の
生
活
を
得
た
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
》

- 70 -

六

副
詞

の
３

壱
﹇
い
つ
ニ
﹈

127

い
っ
た
ん
、
ひ
と
た
び
。
ひ
と
え
に
、
ま
こ
と
に
。

壱
ニ

似
二
タ
リ

重
ネ
テ

有
ル

レ

憂
ヒ

者
ニ

一

。（
礼
記
）

〈
壱
に
重
ね
て
憂
ひ
有
る
者
に
似
た
り
。
〉

い
つ

う
れ

《
ま
こ
と
に
重
ね
が
さ
ね
不
幸
が
有
っ
た
者
の
よ
う
に
見
え
る
。
》

転
﹇
う
た
タ
﹈

128

い
よ
い
よ
。
ま
す
ま
す
。

高
談
転
タ

清
シ

。
（
李
白
・
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
）

〈
高
談
転
た
清
し
。
〉

う
た

《
俗
事
に
無
関
係
な
高
尚
な
会
話
は
ま
す
ま
す
清
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
》

各
﹇
お
の
お
の
﹈

129

そ
れ
ぞ
れ
。
ひ
と
り
ひ
と
り
。

人
各
有
リ
レ

能
、
有
リ

二

不
能
一

。（
韓
愈
・
上
二

張
僕
射
一

書
）

〈
人

各

能
有
り
、
不
能
有
り
。
〉

お
の
お
の

《
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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六

副
詞

の
４

徐
﹇
お
も
む
ロ
ニ
﹈

130

ゆ
っ
く
り
。
お
だ
や
か
。
し
ず
か
。

清
風
徐
ロ
ニ

来
タ
リ

、
水
波
不
レ

興
ラ

。（
蘇
軾
・
前
赤
壁
賦
）

〈
清
風

徐

ろ
に
来
た
り
、
水
波
興
ら
ず
。
〉

お
も
む

お
こ

《
涼
風
が
そ
よ
吹
き
、
波
は
お
だ
や
か
。
》

曾
・
嘗
・
常
﹇
か
つ
テ
﹈

131

（
以
前
）
〜
し
た
こ
と
が
あ
る
。

吾
未
ダ

ル

二

嘗
テ

不
一
レ
ン
バ
ア
ラ

得
レ

見
ユ
ル
ヲ

也
。（
論
語
）

〈
吾
未
だ
嘗
て
見
ゆ
る
を
得
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
〉

か
つ

ま
み

《
私
は
ま
だ
一
度
も
お
目
に
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
い
つ
も
お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
）
》

還
﹇
か
へ
ッ
テ
﹈

132

反
対
に
。
逆
に
。
あ
べ
こ
べ
に
。

足
反
ッ
テ

居
リ

レ

上
ニ

、
首
顧
ッ
テ

居
ル

レ

下
ニ

。（
漢
書
）

〈
足
反
っ
て
上
に
居
り
、
首
顧
っ
て
下
に
居
る
。
〉

か
へ

か
へ

《
足
が
上
に
あ
っ
て
、
か
え
っ
て
あ
べ
こ
べ
に
首
が
下
に
あ
る
。
》

- 72 -

六

副
詞

の
５

莞
爾
﹇
か
ん
じ
ト
シ
テ
﹈

133

に
っ
こ
り
と
笑
う
様
子
。

夫
子
莞
爾
ト
シ
テ

而
笑
ヒ
テ

曰
ク

、
割
レ
ク
ニ

鶏
ヲ

焉
ク
ン
ゾ

用
二
ヰ
ン

牛
刀
ヲ

一

。（
論
語
）

〈
夫
子
莞
爾
と
し
て
笑
ひ
て
曰
く
、
鶏
を
割
く
に
焉
く
ん
ぞ
牛
刀
を
用
ゐ
ん
。
〉

か

ん

じ

さ

い
づ

《
先
生
は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
言
わ
れ
た
、
「
鶏
を
割
く
の
に
ど
う
し
て
牛
切
り
包
丁
が
い
る
の
か
な
。
」
と
。
》

畢
・
尽
﹇
こ
と
ご
と
ク
﹈

134

み
な
。
こ
と
ご
と
く
。

尽
ク

信
レ
ズ
レ
バ

書
ヲ

則
チ

不
レ

如
カ

レ

無
レ
キ
ニ

書
。（
孟
子
）

〈

尽

く
書
を
信
ず
れ
ば
則
ち
書
無
き
に
如
か
ず
。
〉

こ
と
ご
と

し

《
（
「
書
経
」
の
記
事
に
も
誤
り
が
あ
る
か
ら
）
「
書
経
」
を
全
部
信
じ
る
な
ら
ば
、
「
書
経
」
な
ん
か
無
い

ほ
う
が
よ
い
。
》

屢
・
数
﹇
し
ば
し
ば
﹈

135

し
ば
し
ば
。
度
々
。
何
回
も
。

数
乞
二
ヘ
ド
モ

致
仕
ヲ

一

而
不
レ

見
レ

允
サ

。
以
テ

二

其
ノ

名
望
之
隆
ナ
ル
ヲ

一

也
。（
先
哲
叢
談
）

〈

数

致
仕
を
乞
へ
ど
も
允
さ
れ
ず
。
其
の
名
望
の

隆

な
る
を
以
て
な
り
。
〉

し
ば
し
ば

ち

し

こ

ゆ
る

さ
か
ん

《
何
度
も
退
職
を
願
い
で
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
の
名
声
と
人
望
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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六

副
詞

の
６

頃
・
姑
・
暫
﹇
し
ば
ら
ク
﹈

136

し
ば
ら
く
。
ま
も
な
く
。
わ
ず
か
の
時
間
。

将
二

欲
セ
バ

敗
一
レ
ラ
ン
ト

之
ヲ

、
必
ズ

姑
ク

輔
レ
ケ
ヨ

之
ヲ

。（
韓
非
子
）

〈
之
を
敗
ら
ん
と
将
欲
せ
ば
、
必
ず

姑

く
之
を
輔
け
よ
。
〉

し
ば
ら

た
す

《
打
ち
負
か
そ
う
と
思
え
ば
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
助
け
よ
。
》

須
臾
﹇
し
ゅ
ゆ
ニ
シ
テ
﹈

137

し
ば
ら
く
し
て
。

坐
ス
ル
コ
ト

須
臾
ニ
シ
テ

、
沛
公
起
チ
テ

如
ク

レ

厠
ニ

。（
史
記
）

〈
坐
す
る
こ
と
須
臾
に
し
て
、
沛
公
起
ち
て

厠

に
如
く
。
〉

ざ

し

ゅ

ゆ

は
い

た

か
は
や

ゆ

《
す
わ
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、
沛
公
は
立
ち
上
が
っ
て
便
所
に
行
っ
た
。
》

頗
﹇
す
こ
ぶ
ル
﹈

138

す
こ
し
。
か
な
り
。

窮
巷
隔
二
ツ
ル
モ

深
轍
ヲ

一

頗
ル

迴
二
ラ
ス

故
人
ノ

車
ヲ

一

。（
陶
淵
明
・
読
二

山
海
経
一

）

〈
窮

巷
深
轍
を
隔
つ
る
も

頗

る
故
人
の
車
を
迴
ら
す
。
〉

き
ゅ
う
こ
う
し
ん
て
つ

す
こ
ぶ

こ

じ

ん

め
ぐ

《
行
き
止
ま
り
の
路
地
は
役
人
の
車
と
は
無
縁
で
、
す
こ
し
友
人
が
訪
ね
て
く
れ
る
程
度
で
あ
る
。
》

- 74 -

六

副
詞

の
７

既
﹇
す
で
ニ
﹈

139

も
は
や
、
す
で
に
。
…
し
た
上
に
。
現
に
…
し
た
。

既
ニ

得
テ

レ

隴
ヲ

復
タ

望
ム

レ

蜀
ヲ

。（
十
八
史
略

）

〈
既
に
隴
を
得
て
復
た

蜀

を
望
む
。
〉

す
で

ろ
う

ま

し
ょ
く

《
隴
の
地
を
手
に
い
れ
て
し
ま
う
と
さ
ら
に
ま
た
蜀
の
地
が
ほ
し
く
な
る
。
》

渾
﹇
す
べ
テ
﹈

140

す
べ
て
。
す
っ
か
り
。

白
頭
掻
ケ
バ

更
ニ

短
ク

渾
テ

欲
ス

レ

不
レ
ラ
ン
ト

勝
ヘ

レ

簪
ニ

。（
杜
甫
・
春
望
）

〈
白
頭
掻
け
ば
更
に
短
く

渾
て
簪
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
欲
す
。
〉

か

さ
ら

す
べ

し
ん

た

《
白
髪
頭
を
掻
き
む
し
れ
ば
髪
が
ま
す
ま
す
す
く
な
く
な
っ
て
、
す
っ
か
り
か
ん
ざ
し
も
さ
せ
な
い
ほ
ど

に
な
っ
た
。
》

径
﹇
た
だ
チ
ニ
﹈

141

す
ぐ
に
。

不
レ
シ
テ

過
ギ

二

一
斗
ニ

一

、
径
チ
ニ

酔
ヘ
リ

矣
。（
史
記
）

〈
一
斗
に
過
ぎ
ず
し
て
、
径
ち
に
酔
へ
り
。
〉

た
だ

《
（
飲
む
こ
と
）
一
斗
に
過
ぎ
な
い
が
、
す
ぐ
に
酔
っ
て
し
ま
う
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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六

副
詞

の
８

乍
・
忽
﹇
た
ち
ま
チ
﹈

142

突
然
。
に
わ
か
に
。
不
意
に
。
「
乍
」
は
重
ね
て
用
い
る
と
「
〜
し
た
か
と
思
う
と
〜
す
る
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。

今
人
乍
チ

見
二
レ
バ

孺
子
ノ

将
ニ

ス
ル
ヲ

一
レ

入
二
ラ
ン
ト

於
井
ニ

一

、
皆
有
二
ラ
ン怵

惕
惻
隠
之
心
一

。（
孟
子
）

〈
今
人

乍

ち
孺
子
の
将
に
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
れ
ば
、
皆怵

惕
惻
隠
の
心
有
ら
ん
。
〉

た
ち
ま

じ

ゅ

し

ま
さ

せ
い

い

じ
ゅ
つ
て
き
そ
く
い
ん

《
い
ま
か
り
に
人
が
子
ど
も
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
ふ
と
見
た
と
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
は
っ
と
驚
い

て
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
》

会
﹇
た
ま
た
ま
﹈

143

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
。
折
り
よ
く
。

会
天
大
イ
ニ

雨
フ
リ

、
道
不
レ

通
ゼ

。（
史
記
）

〈

会

天
大
い
に
雨
ふ
り
、
道
通
ぜ
ず
。
〉

た
ま
た
ま

《
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
大
雨
が
降
り
、
道
が
不
通
に
な
っ
た
。
》

- 76 -

六

副
詞

の
９

具
﹇
つ
ぶ
さ
ニ
﹈

144

く
わ
し
く
。
詳
細
に
。
具
体
的
に
。

引
レ
キ
テ

手
ヲ

作
二
ス
モ

推
敲
之
勢
ヒ
ヲ

一

、
未
ダ

レ

決
セ

。
不
レ

覚
エ

衝
ル

二

大
尹
韓
愈
ニ

一

。
乃
チ

具
ニ

言
フ

。

（
唐
詩
紀
事
）

〈
手
を
引
き
て
推
敲
の
勢
ひ
を
作
す
も
、
未
だ
決
せ
ず
。
覚
え
ず
大
尹
韓
愈
に
衝
る
。

乃

ち

具

に
言
ふ
。
〉

す
い
こ
う

な

た
い
い
ん

か

ん

ゆ

あ
た

す
な
は

つ
ぶ
さ

《
手
を
引
い
て
押
し
た
り
叩
い
た
り
の
仕
草
を
し
て
み
た
が
、
ま
だ
き
ま
ら
な
か
っ
た
。
思
わ
ず
、
都
の

長
官
の
韓
愈
の
行
列
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
詳
し
く
訳
を
申
し
上
げ
た
。
》

倶
﹇
と
も
ニ
﹈

145

と
も
に
。
〜
と
一
緒
に
。

今
両
虎
共
ニ

闘
ハ
バ

、
其
ノ

勢
ヒ

不
二

倶
ニ
ハ

生
キ

一

。（
史
記
・
廉
頗
藺
相
如
伝
）

〈
今
両
虎
共
に
闘
は
ば
、
其
の
勢
ひ
倶
に
は
生
き
じ
。
〉

と
も

《
い
ま
仮
に
二
頭
の
虎
が
闘
っ
た
な
ら
ば
、
こ
と
の
な
り
ゆ
き
と
し
て
二
頭
と
も
そ
ろ
っ
て
生
き
て
は
い

な
い
（
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ
）
だ
ろ
う
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

六

副
詞

の
10

遽
﹇
に
は
カ
ニ
﹈

146

あ
わ
て
て
。
い
そ
い
で
。
突
然
。

其
ノ

剣
自
リ

二

舟
中
一

墜
ツ
二

於
水
ニ

一

。
遽
カ
ニ

契
二
ミ
テ

其
ノ

舟
ニ

一

曰
ク

、「
是
レ

吾
ガ

剣
之
所
二
ナ
リ
ト

従
リ
テ

墜
ツ
ル

一

。（
呂
覧
）

〈
其
の
剣
舟

中
よ
り
水
に
墜
つ
。
遽
か
に
其
の
舟
に
契
み
て
曰
く
、
「
是
れ
吾
が
剣
の
従
り
て
墜
つ
る
所

し
ゅ
う
ち
ゅ
う

お

に
は

き
ざ

よ

お

な
り
。
」
と
。
〉

《
剣
が
舟
か
ら
水
中
に
落
ち
た
。
あ
わ
て
て
乗
っ
て
い
る
舟
に
印
を
つ
け
て
言
っ
た
、
「
こ
こ
か
ら
私
の
剣

が
落
ち
た
の
だ
。
」
と
。
》

果
﹇
は
タ
シ
テ
﹈

147

予
想
ど
お
り
に
。
い
っ
た
い
。
も
し
。

果
タ
シ
テ

為
レ
シ
テ

乱
ヲ

弗
レ
ン
バ

誅
セ

、
後
為
二
サ
ン

子
孫
ノ

憂
ヒ
ヲ

一

。〈
史
記
〉

〈
果
た
し
て
乱
を
為
し
て

誅

せ
ず
ん
ば
、
後
子
孫
の
憂
ひ
を
為
さ
ん
。
〉

は

な

ち
ゅ
う

の
ち

う
れ

《
も
し
反
逆
を
や
っ
て
も
誅
殺
し
な
か
っ
た
ら
、
後
で
子
孫
の
心
配
の
種
に
な
る
だ
ろ
う
。
》

- 78 -

六

副
詞

の
11

甚
﹇
は
な
は
ダ
﹈

148

は
な
は
だ
。
た
い
そ
う
。

馮
先
生
甚
ダ

貧
シ
ケ
レ
ド
モ

、
猶
ホ

有
ル

二

一
剣
一

耳
。（
史
記
）

〈
馮
先
生

甚

だ
貧
し
け
れ
ど
も
、
猶
ほ
一
剣
有
る
の
み
。
〉

ふ
う

は
な
は
だ

な

《
馮
先
生
は
た
い
へ
ん
貧
乏
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
一
振
り
の
剣
だ
け
を
持
っ
て
い
る
。
》

窃
﹇
ひ
そ
カ
ニ
﹈

149

こ
っ
そ
り
と
。
お
そ
れ
な
が
ら
。

弟
子
皆
竊
カ
ニ

罵
ル

。（
史
記
）

〈
弟
子
皆
竊
か
に

罵

る
。
〉

て

い

し

ひ
そ

の
の
し

《
弟
子
た
ち
は
み
な
こ
っ
そ
り
と
罵
っ
て
い
た
。
》

方
﹇
ま
さ
ニ
﹈

150

ち
ょ
う
ど
、
そ
の
時
。
い
ま
や
。

関
ノ

法
、
鶏
鳴
キ
テ

方
ニ

出
レ
ダ
ス

客
ヲ

。（
十
八
史
略
）

〈
関
の
法
、
鶏
鳴
き
て
方
に
客
を
出
だ
す
。
〉

か
ん

ま
さ

《
関
所
の
規
則
で
は
、
夜
明
け
に
鶏
が
鳴
い
て
そ
こ
で
は
じ
め
て
旅
人
を
通
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

六

副
詞

の
12

尤
﹇
も
っ
と
モ
﹈

151

も
っ
と
も
。
は
な
は
だ
。
ず
ば
ぬ
け
て
。

其
ノ

西
南
ノ

諸
峰
、
林
壑
尤
モ

美
ナ
リ

。（
欧
陽
修
・
酔
翁
亭
記
）

〈
其
の
西
南
の
諸
峰
、
林
壑

尤

も
美
な
り
。
〉

り
ん
が
く
も
っ
と

《
そ
の
西
南
の
諸
峰
の
な
か
で
は
、
林
壑
が
ず
ば
ぬ
け
て
美
し
い
。
》

固
・
素
﹇
も
と
ヨ
リ
﹈

152

も
と
も
と
。
元
来
。

子
曰
ク

、「
然
リ

。
固
ヨ
リ

相
レ
ク
ル

師
ヲ

之
道
也
ト

。
」（
論
語
）

〈
子
曰
く
、
「
然
り
。
固
よ
り
師
を
相
く
る
の
道
な
り
。
」
と
。
〉

し
か

も
と

た
す

《
孔
子
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
そ
う
だ
。
元
来
そ
う
す
る
の
が
（
盲
目
の
）
音
楽
家
を
補
佐
す
る
方
法
な
の
だ
。
」

と
。
》

差
・
稍
・
良
・
少
﹇
や
や
﹈

153

多
少
。
す
こ
し
は
。

雖
モ

レ

有
二
リ
ト

篤
厚
之
人
一

、
不
レ

能
ハ

レ

不
二
ル
コ
ト

少
衰
ヘ

一

也
。（
小
学
）

〈
篤
厚
の
人
有
り
と

雖

も
、
少
衰
へ
ざ
る
こ
と
能
は
ず
。
〉

と
く
こ
う

い
へ
ど

や
や

あ
た

《
よ
ほ
ど
人
情
の
厚
い
人
が
い
て
も
、
（
恩
愛
が
）
多
少
は
衰
え
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
》

- 80 -

六

副
詞

の
13

漸
﹇
よ
う
や
ク
﹈

154

だ
ん
だ
ん
。
し
だ
い
に
。

然
リ

而
シ
テ

吾
所
二

以
ノ

能
ク

漸
ク

先
レ
ン
ジ
テ

彼
ニ

而
進
メ
ル

一

者
ハ

何
ゾ

也
。（
進
学
喩
）

〈
然
り

而

し
て
吾
能
く

漸

く
彼
に
先
ん
じ
て
進
め
る
所
以
の
者
は
何
ぞ
や
。
〉

し
か

し
か
う

よ

よ
う
や

《
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
し
だ
い
に
彼
ら
を
追
い
抜
い
て
先
に
進
ん
だ
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ

ろ
う
か
。
》

纔
・
才
﹇
わ
ず
か
ニ
﹈

155

や
っ
と
。
す
こ
し
。

初
メ
ハ

極
メ
テ

狭
ク

、
纔
ニ

通
レ
ズ
ル
ノ
ミ

人
ヲ

。（
陶
淵
明
・
桃
花
源
記
）

〈
初
め
は
極
め
て
狭
く
、

纔

に
人
を
通
ず
る
の
み
。
〉

わ
ず
か

《
初
め
は
非
常
に
狭
く
て
、
や
っ
と
人
が
通
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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七

助
字

の
１

相
﹇
あ
ひ
﹈

156

た
が
い
に
、
と
も
ど
も
に
。
あ
い
て
を
（
に
）
〜
す
る
。
（
一
方
的
に
）

遂
ニ

相
与
ニ

為
ル

レ

友
ト

。（
荘
子
）

〈
遂
に
相
与
に
友
と
為
る
。
〉

つ
ひ

あ
ひ
と
も

な

《
か
く
し
て
お
互
い
同
士
が
友
に
な
っ
た
。
》

明
月
来
リ
テ

相
照
ラ
ス

。（
王
維
・
竹
里
館
）

〈
明
月
来
り
て
相
照
ら
す
。
〉

あ
ひ

《
明
月
が
や
っ
て
き
て
こ
ち
ら
を
照
ら
し
て
く
れ
る
。
》

所
謂
﹇
い
は
ゆ
る
﹈

157

い
わ
ゆ
る
。
言
う
と
こ
ろ
の
。

所
謂
大
臣
ナ
ル

者
。（
論
語
）

〈
所
謂
大
臣
な
る
者
。
〉

い
は
ゆ
る

《
い
わ
ゆ
る
立
派
な
臣
下
と
い
う
も
の
は
。
》

- 82 -

七

助
字

の
２

今
﹇
い
ま
﹈

158

今
。
現
在
。
話
題
転
換
。
仮
定
。
ち
ょ
う
ど
。
さ
て
。
と
こ
ろ
で
。
も
し
。

今
人
乍
チ

見
二
レ
バ

孺
子
ノ

将
ニ

ス
ル
ヲ

一
レ

入
二
ラ
ン
ト

於
井
ニ

一

、
皆
有
二
ラ
ン怵

惕
惻
隠
之
心
一

。（
孟
子
）

〈
今
人

乍

ち
孺
子
の
将
に
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
れ
ば
、
皆怵

惕
惻
隠
の
心
有
ら
ん
。
〉

た
ち
ま

じ

ゅ

し

ま
さ

せ
い

い

じ
ゅ
つ
て
き
そ
く
い
ん

《
い
ま
か
り
に
人
が
子
ど
も
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
ふ
と
見
た
と
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
は
っ
と
驚
い
て

か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
》

於
﹇
（
お
）
﹈
の
１

159

時
・
場
所
・
起
点
・
対
象
・
目
的
・
比
較
・
受
身
な
ど
を
表
す
。
「
お
い
テ
」
「
お
ケ
ル
」
と
読
む
こ
と

も
あ
る
が
、
置
き
字
と
し
て
読
ま
な
い
こ
と
の
方
が
ず
っ
と
多
い
。

青
ハ

出
二
デ
テ

於
藍
ヨ
リ

一

、
而
青
シ

二

於
藍
ヨ
リ
モ

一

。（
荀
子
）
（
上
…
起
点
、
下
…
比
較
）

〈
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、
藍
よ
り
も
青
し
。
〉

あ
ゐ

《
青
色
は
藍
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
藍
よ
り
も
青
い
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード



- 83 -

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード

七

助
字

の
３

於
﹇
（
お
）
﹈
の
２

159

労
レ
ス
ル

心
ヲ

者
ハ

治
メ

レ

人
ヲ

、
労
レ
ス
ル

力
ヲ

者
ハ

治
二
メ
ラ
ル

於
人
ニ
一

。（
孟
子
）
…
…
受
身

〈
心
を
労
す
る
者
は
人
を
治
め
、
力
を
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
。
〉

《
心
を
使
う
者
は
人
を
治
め
、
力
を
使
う
も
の
は
人
に
治
め
ら
れ
る
。
》

隠
ル

二

於
首
陽
山
ニ

一

。（
史
記
）
…
…
場
所
。

〈
首
陽
山
に
隠
る
。
〉

か
く

《
首
陽
山
に
隠
遁
し
た
。
》

於
テ

二

諸
侯
之
約
ニ

一

、
大
王
当
ニ

シ

レ

王
二
タ
ル

関
中
二

一

。（
史
記
）

〈
諸
侯
の
約
に
於
て
、
大
王
当
に
関
中
に
王
た
る
べ
し
。
〉

お
い

ま
さ

《
諸
侯
間
の
約
束
で
は
、
大
王
様
は
関
中
に
王
と
し
て
い
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
》

如
レ

此
・
如
レ

是
・
若
レ

此
・
若
レ

是
・
如
レ

斯
・
若
レ

斯
﹇
か
ク
ノ
ご
と
シ
﹈

160

こ
の
よ
う
で
あ
る
。

若
レ
ク
ン
バ

是
ク
ノ

則
チ

夫
子
過
二
グ
ル
コ
ト

孟
賁
ニ

一

遠
シ

矣
。（
孟
子
）

〈
是
く
の
若
く
ん
ば
則
ち

夫

子
孟
賁
に
過
ぐ
る
こ
と
遠
し
。
〉

か

ご
と

ふ
う
し

も
う
ふ
ん

《
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
生
（
の
勇
気
）
は
（
昔
の
勇
士
で
あ
る
）
孟
賁
よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ

て
い
る
。
》

- 84 -

七

助
字

の
４

蓋
﹇
け
だ
シ
﹈

161

お
そ
ら
く
。
思
う
に
。
推
測
す
る
語
で
あ
る
。

蓋
シ

有
二
ラ
ン

不
レ
シ
テ

知
ラ

而
作
ル

レ

之
ヲ

者
一

。（
論
語
）

〈
蓋
し
知
ら
ず
し
て
之
を
作
る
者
有
ら
ん
。
〉

け
だ

《
お
そ
ら
く
も
の
知
り
で
も
な
い
の
に
創
作
す
る
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
》

維
﹇
こ
レ
﹈

162

こ
れ
。
そ
れ
。
調
子
を
整
え
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

邦
畿
千
里
維
レ

民
ノ

所
レ

止
マ
ル

。（
詩
経
）

〈
邦
畿
千
里
維
れ
民
の
止
ま
る
所
。
〉

ほ

う

き

こ

《
天
子
の
直
轄
地
は
千
里
四
方
で
、
人
民
の
安
住
し
て
い
る
地
で
あ
る
。
》

諸
﹇
こ
れ
﹈
の
１

163
①

文
中
に
あ
る
と
き
…
「
之
於
」
に
等
し
い
。

出
二
ダ
ス

諸
ヲ

懐
中
ヨ
リ

一

。（
十
八
史
略
）

＝
『
出
二
ダ
ス

之
ヲ

於
懐
中
ヨ
リ

一

。
』

〈
諸
を
懐
中
よ
り
出
だ
す
。
〉

こ
れ

《
そ
れ
を
懐
中
か
ら
取
り
出
し
た
。
》

漢文のワード－第二部 第二部－漢文のワード
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七

助
字

の
５

諸
﹇
こ
れ
﹈
の
２

163
②

文
末
に
あ
る
と
き
…
「
之
乎
」
に
等
し
い
。

一
言
ニ
シ
テ

而
可
二
キ
コ
ト

以
テ

興
ス

一
レ

邦
ヲ

。
有
レ
リ
ヤ

諸
レ

。（
論
語
）

＝
『
有
リ

レ

之
レ

乎
。
』

〈
一
言
に
し
て
以
て
邦
を
興
す
べ
き
こ
と
。
諸
れ
有
り
や
。
〉

お
こ

こ

《
た
だ
一
言
で
国
を
興
隆
さ
せ
得
る
ほ
ど
の
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
》

其
﹇
そ
ノ
・
そ
レ
﹈

164

そ
の
。
こ
の
。
単
純
に
名
詞
を
修
飾
す
る
場
合
と
、
従
属
節
の
主
語
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
「
そ
レ
」
は

強
意
で
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

視
二

其
ノ

所
ヲ

一
レ

以
ス

、
観
二

其
ノ

所
ヲ

一
レ

由
ル

、
察
二
ス
レ
バ

其
ノ

所
ヲ

一
レ

安
ン
ズ
ル

、
人
焉
ク
ン
ゾ

廋
サ
ン

哉
、

人
焉
ク
ン
ゾ

廋
サ
ン

哉
。（
論
語
）

〈
其
の
以
す
所
を
視
、
其
の
由
る
所
を
観
、
其
の
安
ん
ず
る
所
を
察
す
れ
ば
、
人
焉
く
ん
ぞ
廋
さ
ん
や
、

そ

な

よ

み

い
づ

か
く

人
焉
く
ん
ぞ
廋
さ
ん
や
。
〉

《
そ
の
人
の
振
舞
い
を
見
、
そ
の
人
の
経
歴
を
観
察
し
、
そ
の
人
の
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
人
の
人
柄
は
ど
ん
な
人
で
も
か
く
せ
な
い
。
》

- 86 -

七

助
字

の
６

抑
﹇
そ
も
そ
も
﹈

165

さ
て
。
い
っ
た
い
。
発
語
の
字
。

豈
ニ

得
レ
ル
ハ

之
ヲ

難
ク
シ
テ

而
失
レ
フ
ハ

之
ヲ

易
キ

歟
。
抑
本
二
ヌ
ル
ニ

其
ノ

成
敗
之
迹
ヲ

一

、
而
皆
自
二
レ
ル

於
人
ニ

一

歟
。

（
五
代
史
）

〈
豈
に
之
を
得
る
は
難
く
し
て
之
を
失
ふ
は
易
き
か
。

抑

其
の
成
敗
の
迹
を
本
ぬ
る
に
皆
人
に
よ
れ
る
か
。
〉

あ

う

か
た

や
す

そ
も
そ
も

せ
い
ば
い

あ
と

た
づ

《
な
ん
と
天
下
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
、
そ
れ
を
失
う
こ
と
は
容
易
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
其
の
成
功
と
失
敗
の
あ
と
を
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
み
な
人
事
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
》

所
﹇
と
こ
ろ
﹈

166

用
言
を
体
言
化
す
る
。
…
…
す
る
こ
と
、
も
の
。
行
為
の
対
象
を
表
す
こ
と
が
多
い
。

富
ト

与
ハ

レ

貴
、
是
レ

人
之
所
レ

欲
ス
ル

也
。（
論
語
）

〈
富
と
貴
と
は
、
是
れ
人
の
欲
す
る
所
な
り
。
〉

こ

《
富
と
身
分
の
高
い
こ
と
は
、
人
の
望
む
こ
と
で
あ
る
。
》
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七

助
字

の
７

用
﹇
も
っ
テ
﹈

167

〜
を
。
〜
で
。
〜
に
。
〜
に
よ
っ
て
。
「
以
」
に
同
じ
。

寄
ス

レ

言
ヲ

摂
生
ノ

客
ニ

試
ミ
ニ

用
二
ッ
テ

此
ノ

道
ヲ

一

推
セ
ト

。（
謝
霊
運
・
詩
）

〈
言
を
寄
す
摂
生
の
客
に
試
み
に
此
の
道
を
用
っ
て
推
せ
と
。
〉

せ
っ
せ
い

か
く

も

《
生
を
養
お
う
と
す
る
人
に
告
げ
る
「
こ
の
道
を
お
し
ひ
ろ
め
て
や
っ
て
み
ら
れ
よ
。
」
と
。
》

已
矣
（
乎
夫
哉
）﹇
や
ん
ぬ
る
か
な
﹈

168

も
う
だ
め
だ
。
も
は
や
こ
れ
ま
で
。

已
ン
ヌ
ル

矣
乎
、
寓
二
ス
ル
コ
ト

形
ヲ

宇
内
ニ

一

復
タ

幾
時
ゾ

。（
陶
淵
明
・
帰
去
来
辞
）

〈
已
ん
ぬ
る
か
な
、
形
を
宇
内
に
寓
す
る
こ
と
復
た
幾
時
ぞ
。
〉

や

け
い

う

だ

い

ぐ
う

ま

い
く
と
き

《
あ
あ
く
よ
く
よ
す
る
の
は
も
う
や
め
よ
う
。
こ
の
世
に
生
き
な
が
ら
え
る
の
は
こ
の
先
ど
れ
ほ
ど
だ
ろ

う
か
。
》

所
以
﹇
ゆ
ゑ
ん
﹈

169

わ
け
。
こ
と
。
も
の
。
大
別
し
て
、
原
因
・
理
由
を
表
す
場
合
と
、
手
段
・
方
法
を
表
す
場
合
が
あ
る
。

江
海
ノ

所
三

以
ノ

能
ク

為
ル

二

百
谷
ノ

王
一

者
ハ

、
以
二
テ
ナ
リ

其
ノ

善
ク

下
一
レ
ル
ヲ

之
ニ

。（
老
子
）

〈
江
海
の
能
く
百

谷
の
王
た
る
所
以
の
者
は
、
其
の
善
く
之
に
下
る
を
以
て
な
り
。
〉

よ

ひ
ゃ
っ
こ
く

ゆ

ゑ

ん

《
大
河
や
大
海
が
多
く
の
川
の
王
で
い
ら
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
よ
く
多
く
の
川
の
下
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
》
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七

助
字

の
８

能
（
不
レ

能
）﹇
よ
ク
（
あ
た
ハ
ず
）
﹈

170

よ
ク
…
〜
で
き
る
。
あ
た
ハ
ず
…
〜
で
き
な
い
。
「
不
」
が
つ
く
と
読
み
が
変
わ
る
こ
と
に
注
意
。

柔
能
ク

制
シ

レ

剛
ヲ

、
弱
能
ク

制
ス

レ

強
ヲ

。（
三
略
）

〈
柔
能
く
剛
を
制
し
、
弱
能
く
強
を
制
す
。
〉

よ

《
柔
弱
な
者
が
か
え
っ
て
剛
強
な
者
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
》

従
﹇
よ
リ
﹈

171

〜
か
ら
。
〜
よ
り
。

于
テ

レ

是
ニ

沛
公
乃
チ

夜
引
ヰ

レ

兵
ヲ

従
リ

二

他
道
一

還
ル

。（
史
記
）

〈
是
に
于
て
沛
公
乃
ち
夜
兵
を
引
ゐ
他
道
よ
り
還
る
。
〉

こ
こ

お
い

は
い

ひ
き

か
へ

《
そ
こ
で
沛
公
は
か
く
て
夜
中
に
軍
隊
を
率
い
て
ほ
か
の
道
か
ら
還
っ
た
。
》

因
﹇
よ
リ
テ
﹈

172

も
と
づ
い
て
。
た
よ
っ
て
。
そ
の
機
会
に
。

宅
辺
ニ

有
リ

二

五
柳
樹
一

、
因
リ
テ

以
テ

為
ス

レ

号
ト

焉
。（
陶
淵
明
・
五
柳
先
生
伝
）

〈
宅
辺
に
五
柳
樹
有
り
、
因
り
て
以
て
号
と
為
す
。
〉

よ

《
家
の
周
囲
に
五
本
の
柳
の
木
が
あ
る
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
号
と
し
た
。
》
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